
　第36回天草パールラインマラソン大会前夜祭（３月８日）の様
子。（詳しくは、スポーツの力10～11ページに掲載）。観客らは軽
快なリズムに合わせて、楽しく天草ハイヤ節を踊りました。このほ
か、高校生によるマーチングや勇壮な太鼓、伝統芸能の獅子舞も
披露され、会場内は大盛り上がりでした。
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◆
各
部
門
の
振
興
方
針

■
組
織
再
編

　

農
林
水
産
部
を
経
済
振
興
部
に
改
め
、
企

業
誘
致
課
を
新
設
し
、
雇
用
の
場
と
所
得
の

向
上
に
繋
が
る
企
業
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
市
民
環
境
部
を
市
民
生
活
部
に

改
め
、
統
括
支
所
、
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
出
張

所
を
総
務
部
よ
り
移
管
し
、
迅じ

ん
そ
く速
な
事
務
処

理
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

■
課
税
業
務

　

平
成
21
年
度
に
実
施
さ
れ
る
固
定
資
産
評

価
基
準
の
見
直
し（
３
年
ご
と
の
評
価
替
え
）

に
伴
い
、
今
年
度
は
、
そ
の
評
価
基
準
地
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
、
雑
種
地
の
評

価
基
準
見
直
し
を
実
施
し
、
固
定
資
産
評
価

の
適
正
化
と
均
衡
化
を
確
保
し
ま
す
。

■
税
徴
収

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
県
と
の
相
互
派
遣
職

員
と
併
任
徴
収
を
行
い
、
市
税
等
の
増
収
に

取
り
組
み
ま
す
。

■
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
の
策
定

　

職
員
に
よ
る
庁
内
協
議
の
う
え
、
学
識
経

験
者
お
よ
び
市
民
参
加
型
に
よ
る
検
討
委
員

会
を
設
立
し
、策
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線

　

防
災
行
政
無
線
は
、
昨
年
12
月
に
運
用
開

始
と
な
り
ま
し
た
。
市
全
域
の
家
庭
に
個
別

受
信
機
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
不
便
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
松
島
、
姫
戸
地
区
が
解

消
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
龍
ヶ
岳
庁
舎
に
防
災

行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
操
作
卓
を
設
置
し
、
災

害
時
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

■
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
さ
ら
に
進
め
、

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
通

学
路
等
の
防
犯
灯
の
設
置
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
人
材
育
成

　

熊
本
県
に
４
人
、
内
閣
府
に
１
人
、
東
京

財
団
の
招

し
ょ
う
へ
い聘

に
よ
る
研
修
生
１
人
の
合
計
６

人
の
若
手
職
員
を
派
遣
し
、
質
の
高
い
人
材

や
専
門
分
野
に
精
通
し
た
職
員
の
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
職
員
研
修
の
充
実
を

図
り
、職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。

総
務
部
門

上天草市長　川端祐樹

　

本
市
は
、合
併
し
て
４
年
が
経
ち
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
大
き
な
混
乱
も
な
く
行
政
運
営
が

で
き
て
い
ま
す
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
市
長
に
就
任
し
、
市
政
運
営

の
基
本
に
「
再
生
と
自
立
」
を
掲
げ
、
財
政

危
機
を
乗
り
越
え
、
未
来
志
向
で
豊
か
な
自

治
体
を
目
指
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
向
上
の

た
め
邁ま

い
し
ん進
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
規
模
と
ス
ピ
ー
ド

で
、
変
革
の
波
が
押
し
寄
せ
、
本
市
も
新
し

い
ス
タ
イ
ル
の
市
政
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
依
然
と
し
て
財
政
再

建
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
本
市
で
は
、
引
き

続
き
「
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
（
財
政
健
全
化

計
画
）」
を
強
力
に
推
進
し
、
行
財
政
改
革

断
行
の
も
と
、
未
来
に
責
任
の
持
て
る
自
治

体
へ
の
基
礎
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
本
市
の
経
済
振

興
に
も
重
点
を
置
き
、
年
々
人
口
が
減
り
、

市
の
活
力
が
低
下
す
る
過
疎
化
の
解
消
に
向

け
て
組
織
を
再
編
し
、
本
市
全
般
の
経
済
振

興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
高
校
再
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

18
年
７
月
、
県
教
育
委
員
会
の
県
立
高
校
の

再
編
整
備
計
画
第
一
次
素
案
、
19
年
５
月
の

第
二
次
素
案
公
表
を
受
け
、
地
域
あ
る
い
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
諸
団
体
に
お
い
て
、
協
議
を
進

め
て
き
た
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
大
矢
野
高

校
お
よ
び
松
島
商
業
高
校
の
両
校
存
続
の
方

針
で
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
明

る
い
未
来
、
心
ゆ
た
か
な
生
活
」
が
実
感
で

き
る
市
を
築
く
た
め
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
20
年
度　

施
政
方
針

「
明
るい
未
来
、心
ゆ
た
か
な
生
活
」が
実
感
で
き
る
市
を
目
指
し
て
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■
市
民
窓
口
業
務

　

住
民
票
・
戸
籍
等
の
証
明
書
の
交
付
、
国

民
年
金
の
支
給
申
請
、市
民
税
等
各
種
の
税
、

水
道
料
金
な
ど
の
収
納
事
務
、
交
通
安
全
の

推
進
や
相
談
事
項
へ
の
対
応
な
ど
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
迅
速
か
つ
的
確
な

事
務
処
理
に
よ
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
度

か
ら
、
電

話
予
約
に

よ
る
時
間

外
で
の
証

明
書
等
の

交
付
に
つ

い
て
も
実

施
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

併
せ
て
、
１
カ
所
の
窓
口
で
必
要
な
要
件
が

済
ま
さ
れ
る「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス（
総

合
窓
口
化
）」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　

昨
年
度
、
基
本
構
想
か
ら
行
動
計
画
が
作

成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
は
、
条
例
の

制
定
、
男
女
平
等
参
画
宣
言
都
市
の
記
念
大

会
を
開
催
し
、
意
識
の
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、一
層
の
意
識
改
革
を
促
進
し
ま
す
。

■
環
境
衛
生

　

今
後
も
、
地
域
の
豊
か
な
自
然
景
観
を
保

　

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
ま
で
、
あ
と
３
年

と
な
り
ま
し
た
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
、
地

域
振
興
協
議
会
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
具
体
的
に
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
さ
ら
に
こ
の
動
き
を
加
速
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

■
U
タ
ー
ン
・
J
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン

　

上
天
草
へ
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組

み
、
組
織
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
体
験
談
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
移

住
者
の
方
々
と
と
も
に
、「
上
天
草
市
移
住

者
会
（
仮
称
）」
を
創
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
本
市
の
魅
力
を
、
市

外
へ
向
け
て
さ
ら
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

■
バ
ス
運
行

　

バ
ス
運
行
は
、
開
業
以
来
、
Ｊ
Ｒ
三
角
駅

と
の
連
絡
を
第
１
の
目
的
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
り
、
市
内
の
循

環
運
行
に
方
向
転
換
す
る
こ
と
が
、
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

大
矢
野
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
を

目
途
に
、す
べ
て
の
路
線
が
「
さ
ん
ぱ
ー
る
」

を
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
起
点
）
と
し
た
、
市
内
循

環
バ
ス
と
三
角
駅
方
面
へ
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

と
い
う
、
県
内
の
他
の
地
域
で
も
類
の
な
い

形
態
に
再
編
成
し
ま
す
。

　

今
後
、
経
路
や
運
行
回
数
、
運
賃
な
ど
を

検
討
し
な
が
ら
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
バ
ス

の
運
行
へ
再
編
し
て
い
き
ま
す
。

■
13
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
年
度
は
、
ほ
ぼ
全
地
区
（
13
地
区
）
に

お
い
て
事
業
が
開
始
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　

学
童
安
心
安
全
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
今

年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
内
機
器
リ
プ
レ
ー
ス
を
円
滑
に

行
い
、
事
務
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　

雇
用
の
創
出
や
消
費
拡
大
な
ど
、
地
域
産

業
へ
の
経
済
的
波
及
効
果
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
な
ど
関
係
団
体

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
振
興
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
市
全
体
の
観
光
物
産
の
宣

伝
や
観
光
客
の
誘
致
等
を
推
進
す
る
た
め
、

「
上
天
草
市
観
光
物
産
協
会
（
仮
称
）」
を
新

設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

　

関
係
機
関
や
地
元
商
工
会
と
密
接
に
連
携

し
、
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
中
小
企
業
者

に
対
し
、経
営
基
盤
の
安
定
と
育
成
の
た
め
、

中
小
企
業
短
期
融
資
や
利
子
補
給
事
業
な
ど

の
制
度
資
金
は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

■
雇
用
の
確
保

　

企
業
誘
致
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
求

職
活
動
さ
れ
る
方
々
の
利
便
性
と
情
報
提
供

等
の
支
援
コ
ー
ナ
ー
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
海
運
業
の
振
興

　

燃
料
の
高
騰
な
ど
、
厳
し
い
環
境
に
あ
り

ま
す
が
、
船
主
組
合
や
海
運
組
合
と
協
議
・

連
携
の
う
え
、
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

全
し
、
環
境
衛
生
対
策
や
一
般
廃
棄
物
お
よ

び
家
庭
雑
排
水
の
適
正
な
処
理
対
策
を
充
実

さ
せ
、
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
河
川
、
海
域
な
ど
公
共
用
水
域
の
汚

染
防
止
に
努
め
ま
す
。推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

行
政
区
、各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、

不
法
投
棄
の
監
視
を
強
化
し
、
ク
リ
ー
ン
作

戦
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
受
け

て
対
処
し
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
、
し
尿
処
理
体
制
は
、
天
草

広
域
連
合
、
上
天
草
衛
生
施
設
組
合
、
民
間

処
理
施
設
に
よ
っ
て
対
応
し
ま
す
。

■
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

　

減
量
数
値
を
設
け
、
啓
発
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
補
助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。
資

源
化
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域
で
の
分
別
収

集
の
適
正
化
を
図
り
、
推
進
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

■
家
庭
排
水
処
理

　

小
型
合
併
浄
化
槽
設
置
の
普
及
促
進
、
Ｅ

Ｍ
（
有
用
微
生
物
群
）
を
活
用
し
た
生
活
環

境
改
善
対
策
に
本
年
度
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　

平
成
19
年
度
を
基
準
年
度
と
し
て
、
平
成

23
年
度
ま
で
の
５
カ
年
を
計
画
期
間
と
し
、

市
庁
舎
な
ど
を
対
象
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
、
健
康
で
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。妊
婦
健
診
の
充
実
強
化
や
、

健
康
福
祉
部
門

市
民
生
活
部
門

企
画
観
光
部
門

▲窓口業務のスピード化を
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療
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
、

高
齢
者
の
状
態
に
応
じ
て
提
供
す
る
、
地
域

ケ
ア
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、

要
介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
特
定
高
齢
者
を
早
期
に
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
、
今
年
度
か
ら
、
各
種
健
診
と
の
連
携

に
よ
り
、
生
活
機
能
評
価
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
企
業
誘
致
課
を
新
設
し
、
農

林
水
産
部
を
経
済
振
興
部
に
改
め
ま
す
。 

■
企
業
誘
致

　

平
成
18
年
度
に
、
１
企
業
が
大
矢
野
町
に

進
出
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
企
業
６
社

で
誘
致
企
業
連
絡
協
議
会
を
作
り
、
定
期
的

な
協
議
の
場
を
設
け
、
情
報
交
換
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

誘
致
活
動
に
つ
い
て
は
、
企
業
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
な
ど
も
あ
り
、
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
新
た

な
雇
用
の
場
を
創
出
し
、
所
得
の
向
上
を
図

り
、
市
民
の
皆
様
に
豊
か
さ
を
実
感
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
企
業
の
み
な
ら
ず
、
ひ
と
、

も
の
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
誘
致
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
市
内
事
業
者
と
の
連
携
も
図
り

な
が
ら
経
済
の
振
興
を
図
り
ま
す
。　
　

■
農
林
の
振
興

　

耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
整
備
推
進
に
よ
り
、
高

品
質
、
高
生
産
を
図
り
、
特
産
奨
励
品
目
と

し
て
、
花か

き
、
野
菜
、
果
樹
等
の
振
興
を
図

乳
幼
児
か
ら
の
健
康
づ
く
り
、
青
年
期
か
ら

の
健
康
意
識
の
啓
発
、
予
防
接
種
な
ど
の
受

診
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導

　

本
年
度
か
ら
、
生
活
習
慣
病
お
よ
び
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
な
ど
の
予
防
を
目
的
に
、

健
診
・
指
導
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。「
早
期

発
見
」「
早
期
治
療
」
の
た
め
、
受
診
率
、

保
健
指
導
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
健
康
増
進

　

食
は
、
健
康
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
こ
と

か
ら
、
食
育
施
策
の
一
層
の
充
実
と
、
健
康

増
進
の
た
め
「
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
」
と
連

携
し
た
、「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ア
ク
ア
」
教
室

（
水
中
運
動
）
や
、「
タ
ラ
ソ
で
若
返
り
教
室
」

を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
等
に
伴
い
、
医
療
費

は
年
々
増
加
し
、
保
険
税
収
は
伸
び
悩
み
、

国
保
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
各
部
署
と
連
携
し
、
広
く
健

康
の
維
持
増
進
等
に
よ
る
、
医
療
費
の
抑
制

と
徴
収
率
向
上
の
強
化
に
努
め
、
安
定
し
た

自
主
財
源
を
確
保
し
、
健
全
運
営
を
目
指
し

ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

４
月
１
日
か
ら
、
75
歳
以
上
の
全
て
の
方

を
対
象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
県
内
全

て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
、「
熊
本
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」が
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
た
財
政
運
営
が
な
さ
れ
、
市
の
負
担

割
合
も
、
一
定
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

■
障
害
福
祉

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
推
進
を
図
り
、
自

立
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
行
い
、
障
害
を
持

つ
人
お
よ
び
介
護
者
な
ど
が
抱
え
る
問
題

を
、
市
民
全
体
の
問
題
と
し
て
共
有
し
、
共

に
生
き
る
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
児
童
福
祉

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
を
策
定
し
、
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
支
援
を
重
点
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
介
護
保
険
事
業

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
を
そ

の
家
族
や
近
隣
住
民
が
支
え
あ
う
地
域
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
、
市
内
全
域
を
網も

う

羅ら

す
る
、「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、
３
カ
所
の
「
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
の
民
生

委
員
や
行
政
区
長
、
自
治
公
民
館
関
係
者
、

各
種
福
祉
関
係
機
関
や
医
療
機
関
な
ど
が
密

接
な
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
適
正
な
実
施
や
、
実

態
の
把
握
に
よ
る
総
合
的
な
相
談
支
援
事
業

な
ど
を
推
進
し
、
予
防
対
策
か
ら
介
護
・
医

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
、
夏
場
対
策
と
し
て
夏

野
菜
の
エ
ン
サ
イ
、
白
ニ
ガ
ウ
リ
等
の
作
付

け
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
消
費
者
の
皆
様

に
広
く
愛
さ
れ
て
、
農
家
の
所
得
安
定
に
繋

げ
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
畜
産
の
振
興

　

酪
農
、
黒
毛
和
牛
、
天
草
大
王
、
梅
肉
ポ

ー
ク
の
市
場
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
消
費
拡

大
に
努
め
ま
す
。

■
農
道
の
整
備

　

県
営
上
島
中
央
広
域
農
道
が
、
平
成
22
年

３
月
に
竣

し
ゅ
ん
こ
う工

予
定
で
す
。
大
矢
野
北
部
広
域

農
道
は
、
用
地
買
収
を
一
部
残
し
て
い
ま
す

が
、
早
期
供
用
開
始
に
向
け
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

土
地
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
営
荒
木

浜
基
盤
整
備
事
業
を
、
引
き
続
き
整
備
し
、

さ
ら
に
新
た
な
地
区
の
着
工
に
向
け
て
計
画

を
進
め
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
活
動
支
援

事
業
に
よ
る
農
業
施
設
の
維
持
管
理
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
な
ど
、
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
森
林
の
整
備

　

森
林
組
合
と
の
連
携
に
よ
り
、
森
林
整
備

に
努
め
ま
す
。
本
市
の
松
林
は
、
観
光
資
源

で
あ
り
、
天
草
五
橋
国
道
沿
線
、
千
巌
山
お

よ
び
龍
ヶ
岳
山
頂
等
の
松
食
い
虫
防
除
事
業

は
、
補
助
を
受
け
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

■
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
は
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
12
月
に
、
国
の
施
策

と
し
て
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
が
成

立
し
ま
し
た
。
権
限
を
、
県
か
ら
市
町
村
に

委
譲
し
、
よ
り
効
率
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対

経
済
振
興
部
門

▲健康は、日々の運動から
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ま
た
、
Ｊ
Ａ
、
漁
協
、
森
林
組
合
、
酪
農

組
合
と
連
携
し
、
情
報
の
共
有
化
、
技
術
向

上
、
そ
れ
に
、
ブ
ラ
ン
ド
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
郊
都
市
住
民
と
の
交
流
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
も
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

■
地
籍
調
査

　

大
矢
野
町
維
和
地
区
の
蔵
々
、
千
束
を
実

施
し
ま
す
。
面
積
で
１
．
５
８
ｋ
㎡
、12
字
、

筆
数
で
１
，４
０
０
筆
の
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
籍
調
査
の
成
果
は
、
各
分
野
で

利
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
平
成
22
年

度
完
了
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
■
道
路
事
業

　

交
通
機
能
充
実
の
た
め
、
交
付
金
事
業
で

２
路
線
、
統
合
補
助
事
業
で
２
路
線
、
起

債
事
業
で
12
路
線
の
改
良
事
業
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
維
持
補
修
工
事
、
舗
装
の
修
繕

対
策
は
臨
機
応
変
に
対
応
し
ま
す
。　

■
港
湾
事
業

　

引
き
続
き
、
江
樋
戸
港
と
樋
島
港
２
港
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
公
園
事
業

　

隣
接
す
る
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
と
の
一
体

的
な
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
住
宅
事
業

　

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
計
画
に
よ
り
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

策
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
も
、
地
元

猟
友
会
と
連
携
し
て
、駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
単
位
お
よ
び
認
定
農
業
者
を

対
象
に
、
電
柵
設
置
を
助
成
し
ま
す
。

■
水
産
の
振
興

　

姫
戸
漁
業
区
域
に
並
型
魚
礁
を
設
置
し
、

漁
場
の
環
境
整
備
に
努
め
、市
内
一
円
に
鯛
・

ヒ
ラ
メ
・
車
海
老
・
ガ
ザ
ミ
の
稚
魚
を
放
流

し
ま
す
。
市
単
独
で
は
、
タ
コ
ツ
ボ
・
イ
カ

の
産
卵
籠か

ご

投
入
・
ア
サ
リ
の
稚
貝
放
流
な
ど
、

資
源
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
漁
港
の
事
業

　

野
釜
・
干
切
・
大
道
・
湯
島
を
継
続
し
て

整
備
し
ま
す
。
防
災
対
策
と
し
て
、
下
貫
漁

港
海
岸
保
全
事
業
を
実
施
し
、
本
年
度
完
了

し
ま
す
。

■
市
場
の
拡
大

　

上
天
草
物
産
館
「
さ
ん
ぱ
ー
る
」
は
、
順

調
に
収
益
を
上
げ
、
本
市
農
林
水
産
物
の
情

報
発
信
な
ら
び
に
市
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
台
所

4

4

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
特
に
、水
産
物
の
売
上
が
好
調
で
、

今
後
も
さ
ら
に
出
荷
者
、
品
種
を
増
や
し
、

農
林
水
産
業
の
所
得
向
上
を
図
り
、
消
費
者

に
安
心
と
安
全
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
区
域
の
指
定

　

責
任
あ
る
環
境
基
盤
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
た
め
の
対
策
を
進
め
ま
す
。

■
域
内
30
分
構
想

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
う
え
で
、
国

道
２
６
６
号
の
整
備
は
、
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
整
備
中
区
間
の
早
期
完
成

と
、
未
着
工
区
間
の
望
薩
峠
・
二
間
戸
地
区

の
早
期
着
工
に
つ
い
て
は
、
天
草
地
域
国
県

道
路
整
備
促
進
期
成
会
と
連
携
し
、
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
改
築
事
業
姫
浦
工
区
と
合
併

施
工
に
よ
り
、
永
目
地
区
都
市
機
能
用
地
埋

立
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
戸
バ
イ
パ
ス
脇
浦
地
区
の
事

業
促
進
の
た
め
、
移
転
用
地
造
成
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

■
熊
本
天
草
幹
線
道
路

　

三
角
・
大
矢
野
間
の
早
期
完
成
の
た
め
、

熊
本
天
草
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
と
連

携
し
、
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
下
水
道
事
業

　

継
続
し
て
、阿
村
地
区
の
整
備
を
推
進
し
、

住
環
境
の
向
上
、
公
共
用
水
域
の
保
全
に
努

め
、
観
光
都
市
と
し
て
の
基
盤
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、阿
村
地
区
の
整
備
は
、

本
年
度
を
も
っ
て
完
了
し
ま
す
。

■
学
校
教
育

　

教
育
基
本
方
針
の
も
と
、
健
や
か
な
心
身

の
育
成
と
学
力
の
充
実
に
努
め
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る
と
い

う
努
力
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

最
近
の
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
、児
童
・

生
徒
の
減
少
と
と
も
に
、
登
下
校
時
の
安
全

確
保
、
不
登
校
問
題
、
食
の
安
全
性
、
施
設

の
老
朽
化
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
重
要
事
項
と
し
て
今
後
も

取
り
組
み
ま
す
。

■
不
登
校
対
策

　

原
因
が
家
庭
環
境
に
起
因
す
る
点
が
多
い

こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
、
関
係
課
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
相
談
員
の
設
置
、
電
話
相

談
等
を
活
用
し
解
決
を
図
り
ま
す
。

■
読
書
活
動

　

子
ど
も
た
ち
が
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨

き
な
が
ら
、
表
現
力
や
創
造
力
を
豊
か
な
も

の
に
し
、
道
徳
力
を
高
め
、
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
く
う
え
で
大
変
重
要
な
も
の
で

す
。
読
書
活
動
の
機
会
を
よ
り
多
く
も
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
今
年
度
も
図
書
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

■
学
校
規
模
適
正
化

　

昨
年
７
月
に
、
学
校
規
模
適
正
化
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、そ
の
答
申
を
尊
重
し
つ
つ
、

教
育
部
門

建
設
部
門

▲稚魚の放流

◆平成20年度  施政方針

▲子どもは市の大切な財産

5 広報 上天草



業
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
、
大
矢
野
総
合
ス

ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
は
、
今
年
度

で
完
了
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
体
育
協
会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体

と
の
協
力
体
制
の
も
と
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ

を
生
活
の
一
部
と
し
て
楽
し
む
、
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
振
興
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
水
道
料
金

　

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
水
道
運

営
審
議
会
に
お
い
て
、
十
分
な
る
審
議
を
い

た
だ
き
、
市
内
全
地
区
の
料
金
統
一
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
施
設
等
の
整
備

　

大
矢
野
町
湯
島
地
区
の
浄
水
施
設
は
、
昭

和
��
年
か
ら
の
運
用
に
よ
り
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
飲
料
水
の
安
全
と

安
定
供
給
の
た
め
に
、
浄
水
施
設
（
濾
過
施

設
）
お
よ
び
導
配
水
管
の
布
設
替
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

松
島
町
倉
江
地
区
の
配
水
池
建
設
に
伴

う
、
管
理
道
路
・
配
水
地
用
地
造
成
と
送
・

配
水
管
の
布
設
替
の
工
事
を
実
施
し
、
大
矢

野
町
・
龍
ヶ
岳
町
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管
の

布
設
替
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
水
道
水
の
未
普
及
地
域
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
早
期
解
消
の
た
め
工

事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

学
校
規
模
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
そ
の
実
施
に
向
け
て
、
地

域
説
明
会
を
開
催
し
、
計
画
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
生
涯
学
習

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
公
民
館
組
織
を
見
直

し
、
中
央
公
民
館
が
、
各
種
講
座
な
ど
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

家
庭
や
地
域
で
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
、
学

習
で
き
る
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
を
図
り
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

　

学
習
の
情
報
提
供
は
、
広
報
紙
「
生
涯
学

習
」
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。

■
図
書
館

　

現
在
、大
矢
野
地
区
で
実
施
し
て
い
る「
移

動
図
書
館
」
を
、
４
地
域
全
体
へ
「
配
本
形

式
」
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

蔵
書
の
充
実
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
読
み
聞
か
せ
」
な
ど
も
行
い
ま
す
。

■
青
少
年
健
全
育
成

　
「
青
少
年
育
成
市
民
大
会
」
の
開
催
、
市

内
一
斉
街
頭
指
導
等
を
行
う
担
当
指
導
員
を

配
置
し
、
婦
人
会
、
青
年
団
、
子
ど
も
会
な

ど
の
社
会
教
育
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
携
の
も
と
家

庭
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
文
化
の
振
興

　

市
民
が
積
極
的
に
、
自
主
文
化
事
業
に
参

加
で
き
る
よ
う
周
知
し
、
文
化
施
設
を
効
率

的
に
利
用
促
進
す
る
こ
と
で
、
文
化
に
対
す

る
関
心
と
意
欲
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
、
第
２
の
観
光
資
源
と

し
て
位
置
づ
け
、
関
係
各
課
と
連
携
し
、
各

種
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
誘
致
し
て
、
地
域
産

　

本
市
で
は
、
効
率
的
な
組
織
を
目
指
す
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
、
組
織
等

を
一
部
再
編
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◆
問
合
せ
先　

総
務
課　

☎
０
９
６
４
（
５
６
）
１
１
１
１

■
「
企
業
誘
致
課
」
を
新
た
に
設
置

【
設
置
の
理
由
】

　

経
済
振
興
策
の
一
つ
と
し
て
、
新
た

な
雇
用
の
場
を
創
出
し
、
市
民
の
所
得

向
上
を
図
る
。

【
設
置
場
所
】

　

大
矢
野
庁
舎
２
階
（
図
書
室
奥
）

【
業
務
内
容
】

　

企
業
誘
致
、
起
業
支
援
、
地
場
産
業

の
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
等
の
誘
致
な
ど
。

■
「
広
報
広
聴
係
」
を
企
画
政
策
課
か

ら
総
務
課
に
移
管

【
移
管
の
理
由
】

　

広
聴
に
も
重
点
を
置
き
、
従
来
よ
り

も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
的
確
な
業
務
を
遂

行
す
る
。

【
移
管
先
】

　

総
務
課
内
（
大
矢
野
庁
舎
２
階
）

【
業
務
内
容
】

　

広
報
広
聴
業
務
全
般
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
用
、市
勢
要
覧
作
成
な
ど
。

　
■
「
農
林
水
産
部
」
を
「
経
済
振
興
部
」

に
改
名

【
改
名
の
理
由
】

　

本
市
全
般
に
わ
た
っ
て
、
よ
り
一
層

の
経
済
振
興
を
図
る
。

【
所
属
課
】

　

農
林
水
産
課
、
企
業
誘
致
課
、
地
籍

調
査
課
、

■
「
市
民
環
境
部
」
を
「
市
民
生
活
部
」

に
改
名

【
改
名
の
理
由
】

　

市
民
の
方
々
が
よ
り
利
用
し
や
す

く
、事
務
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
る
。

【
所
属
課
】

　

市
民
窓
口
課
、
環
境
衛
生
課
、
大
矢

野
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
姫
戸
統
括
支
所
、

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
お
よ
び
各
出
張
所

平
成
20
年
４
月
か
ら
、

 

組
織
等
が
一
部
再
編
さ
れ
ま
し
た

水
道
事
業

新
設
お
よ
び
移
管

名
称
変
更

平成20年度  施政方針◆

きれいになぁれ
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▼１カ月培養したＥＭだんご

御
お ち ょ う ず か わ

手水川
【松島町今泉（知十）地区の取り組みから】

　晴天に恵まれた３月２日、松島町今泉の知十地区住民によって、近くを流れる御手水川（おちょう
ずかわ）に、元気玉ＥＭだんご 1,700 個が投入されました！
　昨年度から市の事業として新たに始まった、「農地・水・環境保全向上対策事業」の一環で、同地区は、
農林水産省と県および市の活動助成を受けながら、農地・水・環境を将来にわたって“良好な状態で
保全”し、“質的な向上を図る”ために川をきれいにしようと活動しています。

　ＥＭだんごは、２月２日に、「農地・水・環境保全向上対策事業」の代表者である福田良作氏の呼び
かけで、地区の子供や婦人会・老人会・自治会・住民ら約 50人が集まり、市環境衛生課のＥＭ担当
者から指導を受け、ＥＭだんご 1,700 個を作りました。隣家の倉庫で 1カ月間培養、養生されたＥＭ
だんごは、真っ白の糸状菌や放線菌に包まれて、まるで雪のようでした。　　

　樋門近くは、夏場になると腐敗臭が出て困ってい
るそうで、ＥＭだんごを投入することで、ヘドロや
悪臭を減らして、みんなが住みよい環境を目指して
います。今回は、御手水川のヘドロがたまっている
ところと、海の近くに潮だまりがある樋門の中のヘ
ドロに向かって、「きれいになってね」と願いを込
めて、ＥＭだんごを投げ込みました。

　同地区では、今年度、本市のＥＭ生活環境改善事業にも採択されており、ＥＭ活性液を上流から流
して川をきれいにし、さらにＥＭだんごで川の環境を良くしていこうと取り組みを開始し、今後は、
ＥＭ生ゴミ堆肥の作り方やＥＭぼかし作り、環境にやさしいＥＭプリン石けんつくりのＥＭ学習会等
を開催してＥＭについてさらに学習して行く予定です。

●ＥＭに関するお問合せは、市役所環境衛生課　☎０９６９（５６）１１１１まで。

▲みんなで楽しくＥＭだんご作り

きれいになぁれ

糸状菌と放線菌に包まれた真っ白なＥＭだんご

▲ＥＭだんご投入のようす

7 広報 上天草



▲仲間同士で故郷を満喫しました

　第２回の関西天草交流会が、２月 22日（金）に、天
草市でありました。これは、関西天草郷友会（天草地域
の旧２市 13町の町人会連合会）と地元天草地域との交
流と情報交換の場として、一昨年度から開催しています。
　今回は、天草への里帰り旅行も兼ねて会員 43人（う
ち上天草市出身者 15人）の参加があり、川端上天草市
長、安田天草市長の歓迎あいさつのあと、波戸内関西天
草郷友会会長（近畿姫戸会会長）が、故郷天草を愛する
熱い思いを語りました。また、歓迎のアトラクションと
して天草ハイヤ節もあり、関西の天草出身者と地元の参
加者らの交流を深める、有意義な会となりました。

▲たくさんの思いを込めてみんなで植樹しました

美しい松ヶ鼻をもう一度
大道地区の住民が松を植樹 　龍ヶ岳町大道地区の松ヶ鼻には、かつて多くの松が自

生していましたが、松くい虫などの影響で今は数本しか
残っていません。「あの美しい松ヶ鼻をもう一度よみが
えらせて名所にしたい」と同地区まちづくり委員会（よ
かばい大道ゆめクラブ）が、13地区のまちづくり事業
の一環として、天草スーパー松の苗木 20本を植樹しま
した。
　昨年12月に続き２回目の植樹となった当日は、地区住
民をはじめ、今春小中学校を卒業した子どもたちも参加。
子どもたちは、卒業記念の思いも込めて松を植えました。
また、同地の由来を記した記念碑の除幕もあり、松ヶ鼻
に新しい息吹と歴史が刻まれた１日となりました。
　天草スーパー松は、１年間で 30～ 50 センチ成長す
るため、10年後には立派な松が見られるそうです。

　「半島は、つながる」をテーマに、半島の魅力と相互
のネットワーク開拓を目的とした、半島地域づくりフォ
ーラム in 宇土・天草（国土交通省主催）が、総合セン
ターアロマを主会場に、３月 23日、24 日の両日開催
されました。全国各地から約 500人が集結し、初日は、
半島地域をさまざまな視点から考えるフィールドワーク
と食談義があり、２日目は、半島地域で頑張っている半
島人らの事例発表がありました。本市からは、「電照菊
栽培農家の挑戦“菊ばり”のすすめ」と題して、４Ｈク
ラブの木下一

はじめ

さんと藤島幹
みき

大
ひろ

さんが、電照菊の栽培方法
のみならず販売ルートの開拓や地元小学生の農業に対す
る関心などを学年別に調査し、農業体験と子どもたちの
成長などを発表しました。
　また、パネルディスカッションや宇土天草地域のうま
かもんを集めた昼市もあり、会場内は大盛況でした。 ▲木下さん、藤島さん（ともに写真左上）の発表を真剣

　に聞く参加者のみなさん

半島地域づくりフォーラムが開催
半島の魅力と活力向上のために

久しぶりのふるさとで交流会
第２回 関西天草交流会開催

2008. ４月号 �



▲みんなでちからを合わせて楽しみました

　子どもたちが地域の人たちとふれあい、他の学校では
できない体験をすることで社会性を身につけ、より多く
の夢と希望が持てるようにと、５年前から始められた「牟
田っ子朝市」が、３月２日（日）で最終回を迎えました。
　この朝市は、子どもたちが、畑で栽培した野菜や手作
りパン、クッキーなど心を込めて作ったものを、毎月１
回（第１日曜日）、牟田漁港広場で販売し、その収益を、
新幹線乗車体験や演劇鑑賞など、子どもたちの社会体験
に役立てていたそうです。
　朝市は、毎回大盛況で、開始後数分で売り切れになっ
てしまうものばかりで、いつもより多くの人が訪れ、完
売の歓声と最終市を惜しむ声が響き渡っていました。

岩下ツマさん
（松島町今泉）

明治41年３月１日生

竹田アキノさん
（松島町阿村）

明治41年３月 13日生

中村コユキさん
（大矢野町登立）

明治41年２月８日生

紫牟田アサ子さん
（大矢野町登立）

明治41年３月 24日生

岩見リセさん
（龍ヶ岳町大道）

明治41年３月 18日生

▲完売、ばんざ～い！ ▲美味しい大根いかがですか

平成 19 年度は、24
人の方々が 100 歳表
彰を受けられました。
　ご長寿おめでとうご
ざいます。　
　　　　　　上天草市

「牟田っ子朝市」惜しまれながら閉幕
最終回も大盛況でした

今回は、５人の方々が表彰され、川端市長から賞状などが手渡されました。
100歳表彰おめでとうございます

広報 上天草�



天草パールラインマラソン大会
　「遅いあなたが主役です」をキャッチフレーズに、第 36回天草パー
ルラインマラソン大会が３月９日（日）に行われ、25都道府県から
集まったジョギング愛好者など 3,601 人が参加しました。健康増進を
目的として始まったこの大会。参加者の最高年齢は男性が 89歳、女
性が 80歳。また、今年も一番遠くからの参加者は、北海道の方でした。
　この日は、あいにくの雨となりましたが、参加者たちはパールライ
ンならではの景色を堪能しながら、思い思いのペースで楽しみながら
力走。沿道からの温かい声援も受け、ゴールでは完走を喜び合うラン
ナーたちの笑顔がとても印象的でした。
　また、前日８日（土）の前夜祭も大盛況。龍ヶ岳町高戸地区の小屋
川内獅子舞や秀岳館高校の雅太鼓、熊本工業高校吹奏楽部によるマー
チング、牛深高校の天草ハイヤ節などが披露され、訪れた観客らは魅
了されました。

第36回

▼雨にも負けず完走するぞ～！
　エイエイオ～ッ！

▼

マ
ラ
ソ
ン
の
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ
れ
た

　

阿
南
ご
夫
妻
が
、選
手
宣
誓
！

▼

加
地
大
会
委
員
長
の
激
励
を
受
け
、一
斉
に
ス
タ
ー
ト
！

自分のペースでよかけん、
みんな帰ってこいよ～！

加
地
大
会
委
員
長

2008. ４月号 10



笑顔とともに
健康づくりの
ジョギングフェスティバル

前
夜
祭
も
大
盛
況
！

4.2キロに初挑戦！
（ファミリーコース）

風光明媚な天草路を満喫
（20キロコース）

▲仲良くゴ～ル！（10キロコース）

イェーイ！
完走で
気分爽快！

県立牛深高校「天草ハイヤ節」

▲「みんな頑張れ～」
　温かい声援隊

みんなで踊れば楽しいね

県立熊本工業高校「吹奏楽・マーチング」

秀岳館高校「雅
みやび

太鼓」

広報 上天草11



☎
総
務
課
行
政
係

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

５
月
１
日
（
木
）

▽
大
矢
野　

午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で　

大
矢
野
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

▽
松
島　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で　

社
会
福
祉
協
議
会

松
島
本
所

月

市県民税
固定資産税

国民健康
保険税

介護保険１号（65 歳以上）
軽自動車税

（普徴） （特徴） （普徴） （特徴）

期 納期限 期 納期限 期 納期限 期 納期限 期 納期限 期 納期限 期 納期限

４月 １ ４月30日 １ ４月30日

５月 １ ５月31日

６月 １ ６月30日 １ ７月10日 １ ６月30日 １ ６月30日

７月 ２ ８月11日 ２ ７月31日 ２ ７月31日 ２ ７月31日 ２ ７月31日

８月 ２ ９月１日 ３ ９月10日 ３ ９月1日 ３ ９月１日

９月 ４ 10月10日 ４ ９月30日 ４ ９月30日 ３ ９月30日

10月 ３ 10月31日 ５ 11月12日 ５ 10月31日 ５ 10月31日

11月 ６ 12月10日 ６ 12月１日 ６ 12月１日 ４ 12月１日

12月 ７ １月13日 ３ 12月25日 ７ 12月25日 ７ 12月25日

１月 ４ ２月２日 ８ ２月12日 ８ ２月２日 ８ ２月２日 ５ ２月２日

２月 ９ ３月10日 ４ ３月２日 ９ ３月２日 ９ ３月２日

３月 10 ４月10日 10 ３月31日 10 ３月31日 ６ ３月31日

４月 11 ５月11日

５月 12 ６月10日

☎
税
務
課

軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ

介
護
者
が
こ
れ
ら
の
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
の
生
業
、通
院
、

通
学
な
ど
の
た
め
に
軽
自
動
車
等

を
利
用
し
て
い
る
場
合
で
、
こ
れ

ら
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
の
障
害
の
程
度
や
、
軽
自
動
車

等
の
使
用
状
況
な
ど
が
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
申
請
の
時
期
と
場
所

▽
現
に
所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車

等
を
申
請
す
る
場
合

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
（
４

月
30
日
）
の
７
日
前
ま
で
に
、

税
務
課
、
市
民
窓
口
課
、
姫

戸
・
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
の
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
に
必
要
な
書
類
等

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
（
愛
護
）
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
自
動
車
を
運
転
す
る
方
の
運
転

免
許
証

③
自
動
車
検
査
証

④
印
か
ん

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
（
愛
護
）
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
、
そ
の
方
と
生

計
を
共
に
す
る
方
、
ま
た
、
常
時

平成 20 年度 納税一覧表

☎
市
民
窓
口
課

市
民
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
、
戸

籍
の
窓
口
で
は
、
戸
籍
届
出
（
婚

姻
届
、
養
子
縁
組
な
ど
）
や
、
戸

籍
謄
本
等
の
請
求
の
際
に
、
運
転

免
許
証
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
な
ど
の
証
明
書
に
よ
る

『
本
人
確
認
』
が
法
律
上
の
ル
ー

ル
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
５
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎固定資産税    １期
※口座振替日は４月 25 日

です

～４月納税のお知らせ～
《納期限４月 30 日（水）》

2008. ４月号 12



City InformationCity Information

■料金
①前年度登録済の場合：3,000 円
★内訳：注射料 2,500 円 +手数料 500円

②新規登録の場合：6,000 円
★内訳：鑑札料 3,000 円 +

	 注射料 2,500 円 +手数料 500円

■あなたの愛犬のために…
　生後３ヶ月（91
日）以上の犬の
登録（生涯１回）
と狂犬病予防注
射（毎年１回）
を必ず受けまし
ょう。

　市では、野犬の撲滅、放し飼いの飼育者への指導を行っていますが、放し飼いによる苦情がたえま
せん。犬を飼っている人は、責任を持って犬を管理し、野犬・浮浪犬の捕獲にご協力をお願いします。

期　日 地　区 時　　　間 場　　　所

４月22日

(火)

阿　村

午前 9:00 ～ 9:30 阿村第１公民館前
9:45 ～ 10:30 阿村出張所前
10:45 ～ 10:55 阿村漁協入口
11:10 ～ 11:30 阿村第６公民館前

合　津

午後 1:15 ～ 1:40 樋合漁協前
2:00 ～ 2:15 竜宮荘社員寮前
2:35 ～ 2:55 西の浦沖の神様前
3:05 ～ 3:20 松島観光ホテル横
3:30 ～ 4:00 11 支部公民館横

４月23日

(水）

合　津
午前 9:00 ～ 9:40 ５支部公民館前

9:50 ～ 10:30 旧町民センター前駐車場
10:45 ～ 11:05 ６支部公民館前

今　泉

午前 11:15 ～ 11:30 １・２支部公民館前
午後 1:00 ～ 1:15 ３支部公民館前

1:30 ～ 1:45 知十公民館前
2:00 ～ 2:15 旧今泉児童館前

教良木
午後 2:30 ～ 2:40 上田五斗氏宅前

2:50 ～ 3:00 星平公民館前
今　泉 午後 3:20 ～ 3:30 岡本芳雄氏宅横

４月24日

(木)

内野河内 午前 9:00 ～ 9:25 内野河内集会所前

教良木

午前 9:40 ～ 10:00 教良木出張所前
10:10 ～ 10:25 旧和光園老人ホーム跡地
10:40 ～ 11:00 大平公民館前
11:10 ～ 11:25 山浦公民館前
11:40 ～ 12:00 野々川公民館前

★地区別日程表（都合のよい場所で受けてください）

　

毎
週
水
曜
日
、
日
曜
日
に
開
館

し
て
お
り
ま
し
た
龍
ヶ
岳
郷
土
民

俗
資
料
館（
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
）

を
、
４
月
か
ら
休
館
し
、
龍
ヶ
岳

統
括
支
所
２
階
に
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

移
転
完
了
後
、
開
館
し
ま
す
の

で
、し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

☎
社
会
教
育
課

龍
ヶ
岳
郷
土
民
俗
資
料
館

休
館
の
お
知
ら
せ

■工事（委託）名
①工事（委託）場所、②契
約者、③契約金額、④工事（委
託）期間

工事等契約結果

　　☎監理課契約係

３月７日入札分 	 	
■樋島港東風留浮桟橋改修工事①龍ヶ岳町高戸地区内②（有）
竜王建設（龍ヶ岳町）③ 3,874,500 円④３月～３月
３月26日入札分
■上脇団地造成工事①龍ヶ岳町高戸地区内②（資）和田
建設（龍ヶ岳町）③ 26,355,000 円④ 3 月～ 7 月

☎
環
境
衛
生
課

井
戸
水
な
ど
の
水
質
検
査
業
務

の
廃
止
に
つ
い
て

　

熊
本
県
で
は
、
井
戸
水
な
ど
の

水
質
検
査
業
務
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
３
月
末
日
を

も
ち
ま
し
て
終
了
し
ま
す
。

　

４
月
以
降
は
、
厚
生
労
働
大
臣

の
登
録
を
受
け
た
、
水
質
検
査
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
検
査
料
金
・
持

ち
込
み
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
、
各
登
録
水
質
検
査
機
関
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
健
所
で
は
、
引
き
続

き
井
戸
水
な
ど
の
水
質
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
水
質
検
査
機
関
名
、
問
合

せ
先

▽
社
団
法
人
熊
本
県
薬
剤
師
会

☎
０
９
６
（
３
６
６
）
９
３
７
２

▽
株
式
会
社
野
田
市
電
子

☎
０
９
６
（
３
２
２
）
０
１
６
７

▽
株
式
会
社
同
仁
グ
ロ
ー
カ
ル

☎
０
９
６
（
２
８
６
）
１
３
１
１

▽
株
式
会
社
三
計
テ
ク
ノ
ス

☎
０
９
６
（
３
８
８
）
１
２
２
２

▽
ニ
チ
ゴ
ー
九
州
株
式
会
社

☎
０
９
６
４
（
２
２
）
４
７
９
０

▼
問
合
せ
先　

天
草
保
健
所
衛
生

環
境
課

☎
０
９
６
９
（
２
３
）
０
１
７
２

松島地区の狂犬病予防注射と登録をおこないます

＊大矢野・姫戸・龍ヶ岳地区は、

　５月に実施する予定ですので、
　後日お知らせします。

■問合せ先　環境衛生課
☎０９６９（５６）１１１１
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市のお知らせ

～運動について～

☎
福
祉
課

第
15
回
輝
き
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す

■講習概要　
　　「Word」および「Excel」の基本的な操
作を中心に、ビジネスパソコンの技能を短
期間で習得できるような内容です。

■受講資格　※次のいずれも満たす方
①熊本市をのぞく市町村在住の母子家庭の母
または寡婦

②就職のため就業上の必要からパソコン技能
習得の必要のある者で、講習の全日程に出
席できる者

　

県
や
県
教
育
委
員
会
で
は
、
知

的
障
が
い
児
（
者
）
の
皆
さ
ん
に

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
心
身
の
発

達
と
健
康
の
維
持
増
進
を
図
っ
て

も
ら
う
た
め
、「
第
15
回
輝
き
大

会
（
知
的
障
が
い
児
・
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
）」
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

５
月
11
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ　

稜
南
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
天
草
市
）
※
雨
天
の

場
合
は
、
同
校
体
育
館

▼
競
技
の
内
容　

30
ｍ
・
50
ｍ
・

１
０
０
ｍ
走
、
大
玉
メ
デ
ィ

シ
ン
ボ
ー
ル
転
が
し
競
争
、

パ
ン
食
い
競
争

★
稜
南
中
学
生
徒
に
よ
る
、
楽
し

い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

当
日
、
会
場
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
課
障
害

係
ま
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■受講費用　
□テキスト代：5,000円（資格検定の受検は別
途検定料が必要です）

★期日、講習科目、会場等の詳しい内容は、福祉
課までお問い合わせください。

■問合せ先　福祉課
☎０９６９（５６）１１１１

平成20年度 ビジネスパソコン技能講習会（３級）参加者を募集します

　暖かい春になりました。寒い冬の間、運動不足になっている方、何か新しいことを始め
ようと思っている方、この春からウォーキングを始めませんか？ウォーキングは全身の血
行を良くし、心肺機能や体力を高め介護予防に効果的です。

◆ 1日、10 分以上歩く習慣をつけましょう　

　1日 1 回は外に出て、10 分以上歩く習慣
をつけましょう。歩くことで生活の範囲が広
がり、仲間も増え、ストレスの解消にもつな
がります。

◆準備運動を忘れずにしましょう

　ウォーキングを始める前には、筋肉や関節
をほぐすストレッチをしましょう。体の柔軟
性を高めて、ケガや事故を防ぎます。

◆正しい姿勢でウォーキング

　不自然な姿勢で歩いていると、効果が上が
らないばかりか、足などを痛めることもあり
ます。肩の力を抜き、背筋を伸ばして、いつ
もより少し大きめな歩幅で歩きましょう。
　少し汗ばんでくる程度の強さから始め、少
しずつ距離と時間を延ばしていきましょう。

◆おすすめ水中ウォーキング

　水の中では浮力が働き、体への負担も少な
くなります。腰や膝を痛めている人や肥満の
人などにもおすすめです。

■問合せ先　地域包括支援センター（松島庁舎内）　☎０９６９（５６）１１１１

　熊本県母子家庭等就業・自立支援センターで

は、母子家庭の母の就労支援として、ビジネス

パソコンの講習会を開催します。
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City Information

16 金 　  年金相談　10：00 ～ 15：00【大矢野庁舎】
　 　※５/ ９（金）までに市民窓口課へ予約 

17 土

18 日

　  もうすぐパパママ学級②
　　9:45 ～ 12:00（受付 10:00 まで）【松セ】
　※５/ ９（金）までに保健センターへ予約    
　  竹島医院【大矢野町登立】［内］
　  ☎０９６４（５６）０１５９
　  村上医院【姫戸町姫浦】［内・小・リハ・神内・呼・循・消］

　  ☎０９６９（５８）３１０２

19 月

母子手帳交付・育児相談　
　  9:30 ～ 11:00（受付 9:30 ～ 9:45）【大窓】
　  13:00 ～ 14:30（受付 13:00 ～ 13:15）【姫支】
　  9:30 ～ 11:00（受付 9:30 ～ 9:45）【龍支】

20 火 　  １歳６ヶ月児（H18. ９～ 10 月生まれ）健診
　　    13:00 ～（受付 13:15 まで）【大セ】 

21 水 　  ポリオ（姫戸地区）
　　　  13:50 ～（受付 14:20 まで）【姫セ】

22 木

　  ３歳児健診（H17. ３～４月生まれ）
　　　　13:00 ～（受付 13:15 まで）【松セ】
  精神保健相談日 13:30 ～（受付 14:30 まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　【大セ】

23 金 　  ポリオ（今津地区）
　　　  13:50 ～（受付 14:30 まで）【松セ】

24 土

25 日

　  山崎クリニック【大矢野町登立】［耳］　
　  ☎０９６４（５６）５２０８
　  竹中医院【姫戸町二間戸】［内］　
　  ☎０９６９（５８）２１４８

26 月 　  母子手帳交付・育児相談 9:30 ～ 11:00
　　　　   　　（手帳受付 9:45 まで）【大窓】 

27 火 　  ６～７ヶ月（H19.10 月生まれ）健診　　
　　　　13:00 ～（受付 13:15 まで）【大セ】

28 水 　  １歳児（H19. ５月生まれ）学級
　　　  13:00 ～（受付 13:15 まで）【松セ】

29 木

30 金 　  ２ヶ月児（H20. ３月生まれ）学級
　　　  14:00 ～（受付 14:15 まで）【松セ】

31 土

15 木

５月のカレンダー
★場所の表記　
　【大窓】…大矢野窓口センター
　【大セ】…大矢野老人福祉センター
　【松セ】…松島保健センター
　【姫支】…姫戸統括支所
　【姫セ】…姫戸母子健康センター
　【龍支】…龍ヶ岳統括支所

★対象者の表記
    …市内全般　 
　　…大矢野
　　…松島
　　…姫戸
　　…龍ヶ岳   
　　…姫戸・龍ヶ岳

　診療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。

㊩日祝日在宅医の診療時間　9:00 ～ 17:00

1 木 　  ３歳児健診（H17. ２～４月生まれ）
　　　　13:00 ～（受付 13:15 まで）【龍支】

2 金

3 土 　  佐々木整形外科【大矢野町中】［整］
　  ☎０９６４（５６）５５５０　  憲法記念日

4 日

　  毛利医院【大矢野町登立】［内］
　  ☎０９６４（５６）２１１１  
　  やまうち医院【松島町阿村】［内・小・ア］
　  ☎０９６９（５６）０８９９     みどりの日

5 月 　  中村医院【大矢野町上】［内］
　  ☎０９６４（５６）０００３　  こどもの日

6 火 　  宮崎外科胃腸科医院【大矢野町上】［外・消］
　  ☎０９６４（５６）０６００        振替休日

7 水

 母子手帳交付・育児相談　
      9:30 ～ 11:00（受付 9:30 ～ 9:45）【大窓】
      13:00 ～ 14:30（受付 13:00 ～ 13:15）【姫支】
      9:30 ～ 11:00（受付 9:30 ～ 9:45）【龍支】 

8 木

　  ３～４ヶ月（H19.12 ～ H20. １月生まれ）
健診・（ＢＣＧ）  

　  ６～８ヶ月（H19. ９～ 10 月生まれ）健診 
　　　　13:00 ～（受付 13:15 まで）【龍支】
 精神保健相談日 13:30 ～（受付 14:30 まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　【大セ】

9 金 　  ポリオ（登立・維和・湯島地区）
　　　　13:20 ～（受付 14:00 まで）【大セ】

10 土

11 日

　  中村達男医院【大矢野町登立】［内］
　  ☎０９６４（５６）０００６  
　  姫戸医院【姫戸町姫浦】［内］
　  ☎０９６９（５８）３５８３  

12 月 　  母子手帳交付・育児相談 9:30 ～ 11:00
　　　　　　　（手帳受付 9:45 まで）【大窓】

13 火 　  ３～４ヶ月（H20. １月生まれ）健診・（ＢＣＧ）
　　　　　13:00 ～（受付 13:15 まで）【大セ】 

14 水

　  育児相談（受付 9:30 ～ 11:00）
　  ３～４ヶ月（H20. １月生まれ）健診・（ＢＣＧ）  
　  ６～７ヶ月（H19.10 月生まれ）健診　　
　　　　13:00 ～（受付 13:15 まで）【松セ】   

★乳幼児健診等に用意するもの　
　●母子手帳交付➡印鑑
　●３～４カ月児健診➡母子手帳、問診票、バスタオル＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　ＢＣＧ問診票

　●６～８カ月児健診➡母子手帳、問診票、バスタオル
　●１歳児学級➡母子手帳、問診票、歯ブラシ、おしぼり
　●１歳６カ月児健診➡母子手帳、問診票、尿
　●３歳児健診➡母子手帳、問診票、聴力視力検査用紙
　●もうすぐパパママ学級②➡母子手帳、米１合
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市のお知らせ

■
議
会
事
務
局
▽
局
長　

村
枝
誠

二
（
議
会
事
務
局
・
局
長
補
佐
）

▽
局
長
補
佐　

野
﨑
秀
満
（
企
画

政
策
課
・
主
幹
）
▽
参
事　

大
石

智
奈
美
（
総
務
課
・
同
）

■
監
査
事
務
局
▽
参
事　

嶽
本
欣

也
（
農
林
水
産
課
・
同
）

■
総
務
部

●
総
務
課
▽
課
長　

杉
田
良
一

（
保
健
課
・
同
）
▽
課
長
補
佐　

中
文
近
（
総
務
課
・
主
幹
）
▽
課

長
補
佐　

和
田
好
正（
下
水
道
課
・

主
幹
）
▽
主
幹　

久
保
直
幸
（
水

道
局
・
同
）
▽
参
事　

前
方
正
広

（
議
会
事
務
局
・
同
）
▽
参
事　

佐
藤
文
彦
（
農
林
水
産
課
・
同
）

▽
主
事　

中
山
洋
子
（
企
画
政
策

課
・
同
）
▽
主
事　

柗
本
章
吾
（
企

画
政
策
課
・
同
）
▽
主
事　

磯
田

香
澄
（
学
務
課
・
同
）
▼
水
道
企

業
団
▽
主
事　

竹
中
義
和
（
農
林

水
産
課
・
同
）
▼
県
派
遣
▽
参
事

　

友
添
真
也
（
地
籍
調
査
課
・
同
）

▽
参
事　

佐
藤
始
（
納
税
課
・
同
）

▽
参
事　

久
具
誠
（
納
税
課
・
同
）

▽
主
事　

小
島
潤（
監
査
事
務
局
・

同
）
▼
内
閣
官
房
▽
参
事　

迫
本

潤
一
郎
（
地
籍
調
査
課
・
同
）
▼

東
京
財
団
へ
研
修
派
遣
▽
藤
崎
博

之
（
総
務
課
・
参
事
）　

●
財
政
課
▽
課
長
補
佐　

澤
村
弘

史
（
納
税
課
・
同
）
▽
主
事　

井

賀
寿
（
病
院
総
務
課
・
同
）

●
税
務
課
▽
課
長
補
佐　

吉
田
光

良
（
会
計
課
・
主
幹
）
▽
主
幹　

小
多
貞
利
（
保
健
課
・
同
）
▽
主

幹　

平
松
幸
彦
（
龍
ヶ
岳
統
括
支

所
・
同
）
▽
主
幹　

緒
方
雅
文
（
企

画
政
策
課
・
同
）
▽
主
幹　

平
本

望
（
市
民
窓
口
課
・
同
）

●
納
税
課
▽
課
長
補
佐　

竹
下
学

（
納
税
課
・
主
幹
）
▽
参
事　

松

尾
伸
之
（
学
務
課
・
同
）
▽
参
事

　

石
炭
圭
一
郎（
県
納
税
課
出
向
・

同
）
▽
主
事　

岩
本
竜
二
（
大
矢

野
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
同
）
▽
主
事

　

塚
本
洋
子
（
阿
村
出
張
所
・
同
）

●
監
理
課
▽
課
長
補
佐　

山
下
一

保
（
姫
戸
統
括
支
所
・
同
）

■
企
画
観
光
部
▽
部
長　

村
田
一

安
（
議
会
事
務
局
・
局
長
）

●
企
画
政
策
課
▽
課
長
補
佐　

長

瀬
隆
夫
（
企
画
政
策
課
・
主
幹
）

▽
主
幹　

須
崎
美
恵
子
（
姫
戸
統

括
支
所
・
同
）
▽
参
事　

青
山
文

晴
（
福
祉
課
・
同
）
▽
参
事　

小

松
野
洋
己
（
市
民
窓
口
課
・
同
）

▼
情
報
推
進
室
▽
室
長
（
課
長
補

佐
）　

梅
本
廣
昭
（
福
祉
課
・
同
）

●
商
工
観
光
課
▽
課
長　

鬼
塚
英

雄
（
維
和
出
張
所
・
所
長
）
▽
課

長
補
佐　

中
田
清
治
（
商
工
観
光

課
・
主
幹
）
▽
参
事　

荒
木
勝
樹

（
社
会
教
育
課
・
同
）
▽
参
事　

入
口
紘
光
（
総
務
課
・
主
事
）

■
経
済
振
興
部（
旧
農
林
水
産
部
）

▽
部
長　

山
下
幸
盛（
下
水
道
課
・

課
長
）

●
農
林
水
産
課
▽
課
長　

下
森
雄

二
（
農
業
委
員
会
・
局
長
）
▽
課

長
補
佐　

山
下
ス
エ
子
（
農
林
水

産
課
・
主
幹
）
▽
課
長
補
佐　

大

塚
以
久
哉
（
農
林
水
産
課
・
主
幹
）

▽
主
幹　

磯
部
正
昭
（
龍
ヶ
岳
統

括
支
所
・
同
）
▽
参
事　

内
藤
誠

一
（
建
設
課
・
同
）
▽
参
事　

中

崎
亮
（
建
設
課
・
同
）
▽
参
事　

平
井
義
郎
（
保
健
課
・
同
）
▽
参

事　

磯
田
哲
次
（
建
設
課
・
同
）

▽
主
事　

田
﨑
沙
知
（
大
矢
野
窓

口
セ
ン
タ
ー
・
同
）

●
地
籍
調
査
課
▽
課
長　

竹
中
正

顕
（
ひ
め
ど
保
育
園
・
園
長
）
▽

課
長
補
佐　

栂
尾
康
昭
（
農
林
水

産
課
・
同
）
▽
主
幹　

荒
木
次
男

（
税
務
課
・
同
）

●
企
業
誘
致
課
（
新
設
）
▽
課
長

　

坂
中
孝
臣
（
総
務
課
・
課
長
補

佐
）
▽
主
幹　

井
手
口
隆
光
（
商

工
観
光
課
・
同
）
▽
参
事　

高
橋

祐
紀
（
東
京
事
務
所
出
向
・
同
）

▽
参
事　

篠
田
良（
商
工
観
光
課
・

同
）

■
建
設
部
▽
部
長　

永
森
文
彦

（
農
林
水
産
部
・
同
）

●
建
設
課
▽
課
長　

尾
上
徳
廣

（
農
林
水
産
課
・
同
）
▽
課
長
補

佐　

藤
島
幸
治
（
農
林
水
産
課
・

主
幹
）
▽
主
幹　

木
本
昌
亮
（
税

務
課
・
同
）
▽
参
事　

桑
原
成
明

（
情
報
推
進
室
・
同
）
▽
主
事　

立
花
和
則
（
市
民
窓
口
課
・
同
）

●
下
水
道
課
▽
課
長　

松
本
和
任

（
下
水
道
課
・
課
長
補
佐
）
▽
課

長
補
佐　

大
谷
達
巳
（
水
道
企
業

団
出
向
・
同
）
▽
主
幹　

岩
永
裕

一
（
農
林
水
産
課
・
同
）

■
市
民
生
活
部（
旧
市
民
環
境
部
）

▽
部
長　

田
中
義
人
（
龍
ヶ
岳
統

括
支
所
・
支
所
長
）

●
市
民
窓
口
課
▽
課
長　

吉
井
弘

光
（
病
院
総
務
課
出
向
・
同
）
▽

主
幹　

宮
島
輝
子（
企
画
政
策
課
・

同
）
▽
主
幹　

高
戸
茂
（
大
矢
野

窓
口
セ
ン
タ
ー
・
同
）
▽
主
幹　

濵
﨑
直
子
（
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
・

同
）
▽
主
幹　

本
多
宏
行
（
保
健

課
・
同
）
▽
主
幹　

原
田
和
久
（
学

務
課
・
同
）
▽
主
事　

田
﨑
剛
（
総

務
課
・
同
）

●
環
境
衛
生
課
▽
課
長
補
佐　

藤

島
茂
徳
（
建
設
課
・
同
）
▽
主
幹

　

野
田
敬
子
（
会
計
課
・
同
）
▽

主
事　

西
聖
志
（
納
税
課
・
同
）

●
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
▽
課
長

　

濵
田
秀
夫
（
同
セ
ン
タ
ー
・
課

長
補
佐
）
▽
課
長
補
佐　

直
江
幸

子
（
同
セ
ン
タ
ー
・
主
幹
）
▽
主

幹　

高
田
八
百
喜
（
納
税
課
・
同
）

▽
主
幹　

齊
藤
美
子
（
市
民
窓
口

課
・
同
）
▽
主
事　

松
山
浩
利
（
社

会
教
育
課
・
同
）

●
姫
戸
統
括
支
所
▽
支
所
長　

木

下
厚
生
（
農
林
水
産
課
・
課
長
補

佐
）▽
課
長
補
佐　

松
本
典
昭（
総

務
課
・
同
）
▽
技
師　

碇
憲
樹
（
建

設
課
・
同
）

●
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
▽
支
所
長　

生
川
隆
廣
（
地
籍
調
査
課
・
同
）

▽
主
幹　

村
田
慶
一
（
保
健
課
・

同
）
▽
主
幹　

相
馬
初
男
（
農
林

水
産
課
・
同
）

■
健
康
福
祉
部
▽
部
長　

松
浦
省

一
（
介
護
保
険
課
・
課
長
）

●
保
健
課
▽
課
長　

橋
本
秀
雄

（
財
政
課
・
課
長
補
佐
）
▽
課
長

補
佐　

山
下
正
（
財
政
課
・
主
幹
）

▽
主
幹　

辻
本
智
親
（
福
祉
課
・

同
）
▽
主
幹　

山
﨑
久
美
（
会
計

課
・
参
事
）
▽
主
事　

柿
原
利
彦

（
教
良
木
出
張
所
・
同
）

●
介
護
保
険
課
▽
課
長　

大
西
訓

（
介
護
保
険
課
・
課
長
補
佐
）
▽

課
長
補
佐　

舛
本
伸
弘
（
介
護
保

険
課
・
主
幹
）　

▽
主
幹　

高
戸

由
美
子
（
市
民
窓
口
課
・
同
）

●
福
祉
課
▽
課
長　

古
田
良
策

（
社
会
教
育
課
・
課
長
補
佐
）
▽

課
長
補
佐　

川
口
達
郎
（
学
務

課
・
同
）
▽
主
幹　

末
永
巳
記
子

（
税
務
課
・
同
）
▽
参
事　

徳
弘

恵
吾
（
社
会
教
育
課
・
同
）
▽
参

事　

佐
々
木
幹
一
（
水
道
局
・
同
）

▼
合
津
保
育
園
▽
園
長　

切
通
洋

子
（
大
矢
野
保
育
園
・
同
）
▽
主

☎
総
務
課

市
職
員
人
事
異
動
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
け
）

　
　

※
カ
ッ
コ
内
は
、
前
所
属

2008. ４月号 16



City Information

▽
石
炭
芳
邦
（
企
画
観
光
部
・
部

長
）
▽
福
田
富
雄
（
市
民
環
境
部
・

部
長
）
▽
川
下
伸
一
（
健
康
福
祉

部
・
部
長
）
▽
山
下
秀
行
（
教
育

委
員
会
・
部
長
）
▽
木
下
文
宜
（
姫

戸
統
括
支
所
・
支
所
長
）
▽
成
田

好
（
総
務
課
・
課
長
）
▽
和
田
誠

治
（
商
工
観
光
課
・
課
長
）
▽
宮

本
稔
（
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
・

セ
ン
タ
ー
長
）
▽
永
野
秀
行
（
教

幹　

水
野
み
ど
り
（
大
矢
野
保
育

園
・
同
）
▼
阿
村
保
育
園
▽
主
幹

　

松
島
一
子
（
大
矢
野
保
育
園
・

同
）▽
給
食
技
師　

藤
川
里
子（
大

矢
野
保
育
園
・
同
）
▼
教
良
木
保

育
園
▽
主
任
保
育
士　

駒
崎
貞
子

（
合
津
保
育
園
・
主
幹
）
▼
大
道

保
育
園
▽
主
幹　

浦
下
静
香
（
高

戸
保
育
園
・
同
）
▼
高
戸
保
育
園

▽
主
幹　

斉
藤
英
子
（
樋
島
保
育

園
・
同
）
▽
主
幹　

川
崎
千
穂
美

（
大
道
保
育
園
・
同
）
▽
給
食
技

師　

宮
田
美
保
（
阿
村
保
育
園
・

同
）
▼
樋
島
保
育
園
▽
主
幹　

丸

尾
美
和
子
（
高
戸
保
育
園
・
同
）

▽
主
幹　

藤
川
清
美
（
ひ
め
ど
保

育
園
・
同
）
▼
ひ
め
ど
保
育
園
▽

園
長　

寺
中
自
子（
高
戸
保
育
園
・

同
）
▽
主
幹　

池
上
春
美
（
合
津

保
育
園
・
同
）

■
会
計
課
▽
課
長
補
佐　

西
中
憲

昭
（
環
境
衛
生
課
・
同
）
▽
主
幹

　

水
野
清
美
（
市
民
窓
口
課
・
同
）

■
水
道
局
▽
主
幹　

緒
方
忠
臣

（
介
護
保
険
課
・
同
）
▽
主
事　

岩
本
健
太
郎
（
建
設
課
・
同
）
▽

技
師　

藤
本
孝
信
（
大
矢
野
窓
口

セ
ン
タ
ー
派
遣
・
同
）
▼
大
矢
野

窓
口
セ
ン
タ
ー
派
遣
▽
主
幹　

岩

井
正
光（
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
・

同
）
▽
水
道
士　

山
下
徹
（
水
道

局
・
同
）

■
農
業
委
員
会
▽
事
務
局
長　

山

﨑
廣
喜
（
建
設
課
・
課
長
）
▽
課

長
補
佐　

松
尾
慶
一
（
地
籍
調
査

課
・
同
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局
▽
部
長　

鬼
塚
憲
雄
（
建
設
部
・
同
）

●
学
務
課
▽
課
長
補
佐　

川
端
義

孝
（
学
務
課
・
主
幹
）
▽
参
事　

小
浦
嘉
彦
（
建
設
課
・
同
）
▽
参

事　

宮
﨑
真
司
（
福
祉
課
・
同
）

▽
主
事　

杉
田
誠（
環
境
衛
生
課
・

同
）

▼
登
立
小
学
校
▽
学
校
主
事　

平

田
小
百
合
（
維
和
小
学
校
・
同
）

▽
給
食
技
師　

岩
本
浩
美
（
今
津

小
学
校
・
同
）
▼
上
小
学
校
▽
給

食
技
師　

山
崎
里
美
（
登
立
小
学

校
・
同
）
▼
上
北
小
学
校
▽
学
校

主
事　

坂
本
真
衣
（
登
立
小
学

校
・
同
）
▼
中
北
小
学
校
▽
給

食
技
師　

須
崎
美
知
子
（
維
和
小

学
校
・
同
）
▼
中
南
小
学
校
▽
給

食
技
師　

小
林
里
香
（
維
和
小
学

校
・
同
）
▼
維
和
小
学
校
▽
学
校

主
事　

岩
本
麻
衣
子
（
維
和
中
学

校
・
同
）
▽
給
食
技
師　

竹
本
和

代
（
中
南
小
学
校
・
同
）
▼
阿
村

小
学
校
▽
学
校
主
事　

浦
山
み
づ

え
（
教
良
木
小
学
校
・
同
）
▼
今

津
小
学
校
▽
給
食
技
師　

角
山
と

き
子
（
大
矢
野
中
学
校
・
同
）
▼

教
良
木
小
学
校
▽
学
校
主
事　

田

崎
恵
美
（
姫
戸
中
学
校
・
同
）
▼

大
矢
野
中
学
校
▽
給
食
技
師　

吉

坂
葉
子
（
中
北
小
学
校
・
同
）
▼

維
和
中
学
校
▽
学
校
主
事　

小
山

ア
ケ
ミ
（
上
北
小
学
校
・
同
）
▼

今
津
中
学
校
▽
学
校
主
事　

倉
橋

良
子
（
樋
合
小
学
校
・
同
）
▼
教

良
木
中
学
校
▽
学
校
主
事　

中
山

涼
子
（
今
津
中
学
校
・
同
）
▼
姫

戸
中
学
校
▽
学
校
主
事　

高
丸
和

美
（
高
戸
小
学
校
・
同
）

●
社
会
教
育
課
▽
課
長
補
佐　

西

釜
真
二
（
社
会
教
育
課
・
主
幹
）

▽
主
幹　

前
田
忠
秋
（
姫
戸
統
括

支
所
・
同
）
▽
主
幹　

宮
﨑
誠
吾

（
環
境
衛
生
課
・
参
事
）
▽
参
事

　

吉
本
博
明
（
総
務
課
・
同
）
▽

主
事　

倉
橋
大
樹（
企
画
政
策
課
・

同
）
▽
主
事　

鶴
田
伸
二
（
税
務

課
・
同
）

■
老
人
ホ
ー
ム（
和
光
園
）▽
ホ
ー

ム
長　

森
枝
良
蔵
（
福
祉
課
・
審

議
員
）

■
維
和
出
張
所
▽
所
長　

平
田
英

昭
（
社
会
教
育
課
・
主
幹
）
▽
主

幹　

松
尾
和
美
（
大
矢
野
窓
口
セ

ン
タ
ー
・
同
）

■
阿
村
出
張
所
▽
主
幹　

黒
瀬
真

紀
子
（
商
工
観
光
課
・
同
）

■
教
良
木
河
内
出
張
所
▽
所
長　

平
田
伸
一
（
保
健
課
・
課
長
補
佐
）

▽
参
事　

渡
辺
政
明
（
市
民
窓
口

課
・
同
）

■
上
天
草
総
合
病
院
（
出
向
）

●
病
院
総
務
課
▽
課
長　

大
窪
直

（
福
祉
課
・
課
長
）
▽
課
長
補
佐

　

山
本
一
洋（
病
院
総
務
課
出
向
・

主
幹
）
▽
参
事　

瀬
脇
和
弘
（
商

工
観
光
課
・
同
）
▽
主
事　

本
多

孝
行
（
環
境
衛
生
課
・
同
）

■
総
務
部

●
総
務
課
▽
主
事　

山
城
教
潤

■
市
民
生
活
部

●
大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
▽
主
事

　

近
野
祐
子

■
企
画
観
光
部

●
企
画
政
策
課
▽
主
事　

泉
田
利

博■
経
済
振
興
部

●
企
業
誘
致
課
▽
主
事　

吉
野
誠

■
建
設
部

●
建
設
課
▽
主
事　

橋
本
祥
太

■
健
康
福
祉
部

●
保
健
課
▽
保
健
師　

福
田
花
織

●
老
人
ホ
ー
ム
（
和
光
園
）
▽
支

援
員　

福
田
豊
和

良
木
河
内
出
張
所
・
所
長
）
▽
福

田
隆
（
税
務
課
・
課
長
補
佐
）
▽

濱
崎
照
邦
（
情
報
推
進
室
・
室
長
）

▽
武
森
浩
（
商
工
観
光
課
・
課
長

補
佐
）
▽
松
本
正
勝
（
農
業
委
員

会
・
主
幹
）
▽
岩
下
末
喜
（
水
道

局
・
主
幹
）
▽
村
田
伊
紀
子
（
維

和
出
張
所
・
主
幹
）
▽
山
下
け
い

子
（
上
小
学
校
・
給
食
技
師
）

▽
瀬
川
重
子
（
合
津
保
育
園
・
園

長
）
▽
中
浦
真
紀
子
（
ひ
め
ど
保

育
園
・
主
任
保
育
士
）
▽
永
田
た

か
え
（
樋
島
保
育
園
・
主
幹
）
▽

松
浦
さ
つ
美
（
阿
村
保
育
園
・
主

任
保
育
士
）▽
井
手
口
た
つ
子（
教

良
木
保
育
園
・
主
任
保
育
士
）
▽

甲
田
喜
美
子
（
ひ
め
ど
保
育
園
・

主
幹
）
▽
矢
元
博
（
老
人
ホ
ー
ム
・

ホ
ー
ム
長
）
▽
本
瀬
美
紀
恵
（
老

人
ホ
ー
ム
・
支
援
員
）

▼
転
出
▽
高
木
政
光
（
学
務
課
・

審
議
員
）
▽
中
原
圭
一
（
湯
島
診

療
所
・
診
療
所
長
）
▽
山
本
和
巳

（
教
良
木
診
療
所
・
診
療
所
長
）

新
規
採
用
者
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
け
）

市
職
員
退
職
者
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
（
３
月
31
日
付
け
）
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子
宮
頸
が
ん
、
性
感
染
症
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
…
こ
れ
は
若
い
女
性

を
対
象
に
し
た
話
で
す
。

　

子
宮
の
入
り
口
に
あ
た
る
ト
ッ

ク
リ
状
を
し
た
部
分
に
で
き
る
が

ん
を
、
子
宮
頸
が
ん
と
呼
ん
で
い

ま
す
。女
性
の
悪
性
腫
瘍
の
う
ち
、

克
服
す
べ
き
課
題
の
多
い
疾
患
で

す
。
性
行
為
に
よ
っ
て
感
染
が
起

き
る
性
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｄ
）
の
一

つ
で
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
が
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
数
多
く
の
型

が
あ
り
、
子
宮
頸
が
ん
や
男
性
の

陰
茎
が
ん
を
起
こ
す
の
は
16
、
18

型
が
主
で
、
会
陰
部
や
肛
門
の
周

り
に
イ
ボ
を
作
る
、
尖
形
コ
ン
ジ

ロ
ー
マ
は
、
６
、
11
型
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
者

は
多
い
の
で
す
が
、
実
際
に
頸
が

ん
を
発
病
す
る
の
は
、
喫
煙
因
子

な
ど
が
関
係
し
た
少
数
の
方
な
の

で
す
。
こ
の
ほ
ど
、
米
国
で
は
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ

れ
、
実
際
に
ま
ず
11
～
12
歳
の
少

女
を
対
象
と
し
て
、
今
の
４
つ
の

型
に
対
応
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
６
ヶ

月
間
に
３
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
い
、
現
在
ま
で
効
果
を
認
め
、

大
き
な
副
作
用
は
無
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
は
、
若
い
女
性
だ
け
を
対
象

に
し
て
い
て
も
、
対
応
す
る
遺
伝

子
型
が
広
が
り
、
ま
た
、
男
性
若

年
層
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
広
げ
れ

ば
、
い
ず
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が

接
種
を
受
け
た
事
に
な
り
、
感
染

を
予
防
し
、
子
宮
頸
が
ん
、
陰
茎

が
ん
発
生
を
抑
制
で
き
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

ク
ラ
ミ
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る

Ｓ
Ｔ
Ｄ
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
現
状
や
、
す
で
に
実
用
化
さ

れ
て
い
る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
で

も
、（
医
療
従
事
者
を
除
い
て
は
）

行
き
わ
た
っ
て
い
な
い
事
実
、
血

液
製
剤
と
の
関
連
で
世
間
を
賑
わ

せ
た
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
問
題

で
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｄ
で
あ
る
と
理
解
さ

せ
る
話
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
宮
頸
が
ん
や
尖
形
コ
ン
ジ
ロ

ー
マ
が
流
行
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｔ
Ｄ
が

さ
ら
に
蔓ま

ん

延え
ん

す
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
一
層
の
性
教

育
活
動
の
向
上
が
望
ま
れ
ま
す
。

コーナー

Ｑ　人間ドックを受けたいのですが、どのよう
にすればいいでしょうか。また、助成等はあ
るのでしょうか。

Ａ　上天草総合病院でも毎年、多くの方に人間
ドックをご利用いただいています。

■お申し込み手順
①当院の人間ドック担当窓口は、健康管理センター
です。人間ドックに関することは、同センターへ
お電話等でおたずねいただくと、係員が検査内容・
日程・料金等について説明します。

　　　　　　　　　　↓
②ドックは完全予約制です。受けてみたいと思われ
たら、申し込みください。日程や検査など、ご希
望を伺ったうえで、実施日を決定します。

　　　　　　　　　　↓
③問診票や注意事項などの書類を、ご自宅へ送付い
たします。

　ドックは、1日コースと 1泊 2日コースがありま
す。脳ドックや動脈硬化検査など、オプション検査
も多彩にそろえていますので、ぜひご利用ください。

■助成について
　所属の健保組合によって、助成の要件が異なり、
助成が受けられたり受けられなかったりしますので、
受診前に健保組合の方へご確認ください。　

※ 20年度から、当院は、政府管掌健康保険の生活
　習慣病予防健診実施機関として指定されました。
■問合せ先　健康管理センター
　　　　　　☎０９６９（６２）０８５８

子宮頸
け い

がん
ワクチンの話

上天草総合病院
医師　赤塚正純
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●受付は、午前８時30分から正午12時までです。
●整形外来は予約制です。ただし、新患・急患の
方が優先となります。

●木曜午後の松藤先生の整形外来（予約制）は、
午後３時～５時まで診療を行います。

●内科は、（火）（木）の午後５～６時までの夕方
外来があります。

●脳神経外科は、第２・４水曜の午後２時より診
療を行います（予約制）。

●漢方特殊外来は第１・３火曜に行います。午後
２時 30分から午後５時も受け付けます。

●小児科の急患は、月～金の午後８時までと土日
の正午までは、当直医によるコールがあれば、
小児科医が交代で診察します。来院される際は
お電話での確認をお願いします。

●歯科口腔外科は、火・木曜日午後６時まで診療
を行います。

●耳鼻科は、４月から診療日が火・金に変更とな
ります。診療時間は 12時までとなります。

●４月から、泌尿器科医師が常勤となります。
●教良木診療所は、月曜から金曜の午前中に、担
当医師が診療いたします。

●診療案内は、都合により変更となる場合があり
ますので、ご了承ください。

★問合せ先　上天草総合病院
	 ☎	 ０９６９（６２）１１２２（代表）
	 FAX	０９６９（６２）１５４６
	 ホームページ　http://www4.ocn.ne.jp/~kamiama/
	 Ｅメール　	kamiama@bronze.ocn.ne.jp

月 火 水 木 金

内科
代謝内科

樋口 坂本興 樋口 坂本興

坂本興 櫨川 溝部 櫨川

溝部 和田 溝部

糸永 廣岡 糸永 原富

インスリン外科 櫨川

循環器科 脇田
外科

大腸肛門科
福田 福田

整形外科 藤松 松藤 藤松

産婦人科
姫野

姫野
中

小児科 神薗 田原 神薗 田原 神薗

眼科 竹下

泌尿器科 原
原

原
熊大

耳鼻咽喉科 熊大 熊大

皮膚科 尹

胃腸センター
櫨川 坂本 原富 福田 和田

和田 糸永 廣岡 溝部 廣岡

歯科・口腔外科 福田

教良木診療所 月 火 水 木 金
午前 廣岡 溝部 樋口 原富 中

上天草看護専門学校をご紹介します！

　本校は、昭和 40年４月に上天草病院
附属准看護学院として設立され、昭和
46年には高等看護学院（２年課程）に
移行。そして、昭和 52年に上天草看護
専門学校として３年課程へコースを変
更し、現在に至っています。
　定員数１学年 40 人、総数 120 人の
学生が九州各県から入学し、校訓であ
る「すこやかな身体、いたわりの心、科学する看護」を基に、
看護師を目指して学んでいます。講師陣は、大学教授をはじめ
上天草総合病院の医師およびコメディカルの方々からなり、看
護学校の８人の専任教員と共に看護師に必要な知識や技術を教
授し、社会に貢献できる有能な人材を育成しています。

　１・２年生は、基礎分野・専
門分野の受講が中心で、体育の
授業では自然豊かな環境を生か
した「ウィンドサーフィン」や
「サバイバル」などを取り入れ楽
しく充実した学生生活を送って
います。　　

　３年生になると、上天草総合病院、介護老人保健施設、上天
草訪問看護ステーションや松島保健センターなどでの実習が主
となります。３年間のカリキュラムを終了すると、看護師国家
試験の受験資格を得ることができ、これまでに 1,281 人が本
校を卒業し、全国各地で活躍しています。
　年間行事としては、ナイチンゲール生誕祭、教育キャンプ、
戴帽式、文化祭などがあり、五橋祭やきらら祭などの地域の行
事にも積極的に参加しています。
　今後も、地域に根ざした看護学校として、職員一丸となり本
校の発展に向けて取り組んでいきます。

　医療用医薬品には、先発品（新薬）とジェネリック医
薬品（後発品）があります。ジェネリック医薬品は、先
発品と比べて、有効成分・効能・効果・使用方法は同じ
ですが、薬代の自己負担が少なくてすむのが特徴です。
　また、サプリメント（健康食品）は、現代人の健康ブ
ームに乗り、今や１兆円産業になっています。
　今回は、ジェネリック医薬品とサプリメントの購入方
法や使用方法、その他注意点についてのお話です。多数
の参加をお待ちしています。
●と　き　４月 26日（土）午前 10時から
●ところ　松島総合センター「アロマ」
●講　師　上天草総合病院　薬剤科長　木本光統
●参加費　無料　

診 療 案 内　　

平成20年度　第１回市民健康講座のお知らせ

ジェネリック医薬品と
サプリメントについて〜 〜
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公
民
館
の
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

　

今
ま
で
中
央
公
民
館
を
中
心
と
し
て
、
旧
町
単
位
で
設
置
す

る
４
地
区
公
民
館
と
、
大
字
単
位
で
設
置
す
る
12
分
館
（
姫
戸

は
１
分
館
）
と
い
う
体
制
で
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
４

月
１
日
の
組
織
改
編
に
よ
り
、
４
地
区
公
民
館
を
廃
止
し
、
大

字
単
位
で
設
置
し
て
い
る
12
分
館
を
、
そ
の
ま
ま
地
区
館
へ
移

行
す
る
と
い
う
体
制
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
効
率
的
で
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
運
営
が
し

や
す
く
な
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
一
層
安
心
安
全
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
大
矢
野
公
民
館
は
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
現
行
ど
お
り
の
利
用
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
現

在
の
地
区
公
民
館
講
座
は
、
今
後
内
容
を
精
査
・
調
整
し
、
基

本
的
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
公
民
館
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

中
央
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
ロ
マ
内
）

☎
０
９
６
９
（
５
６
）
０
７
７
７

４月１日からの新体制（公民館の組織図）

中 央 公 民 館
（総合センターアロマ内）

大

道

公

民

館

樋

島

公

民

館

高

戸

公

民

館

姫

戸

公

民

館

教
良
木
河
内
公
民
館

阿

村

公

民

館

今

津

公

民

館

湯

島

公

民

館

維

和

公

民

館

中

公

民

館

上

公

民

館

登

立

公

民

館

12 地区公民館
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文化ボランティアスタッフ大募集！

講演会

だより

　市では、市民が広く文化事業に関わることで、さらなる文化芸術振興を図ることを
目的に、「文化ボランティアスタッフ」を募集します。この制度は、登録制となっており、
市などが実施する文化事業の受付や案内などの活動にご協力いただきます。
　個人、法人に関係なく文化芸術に興味のある方なら、どなたでも大歓迎ですので、
どうぞお気軽にご登録ください。

　平成20年４月から、社会教育課関係施設の使用料金を改正しました。下記の表は、学校施設の使用料金です。
その他の施設は、体育館照明使用の場合は、全面使用で１時間あたり 100円アップし、地区グラウンド全面
使用の場合は、１時間あたり 200円を新設しました。
　なお、大矢野総合スポーツ公園および松島総合運動公園の使用料金については改定していません。詳しい料
金については、使用申請手続時に窓口でご確認ください。

　３月 12日（水）、上天草市総合センター「アロマ」で、
春の文化講演会が開催されました。これは、市民に文化講
演会を身近に感じてもらおうと、市文化協会と市教育委員
会が共催し、熊本放送の木村和也アナウンサーを講師に招
き、「再起可能」という演題で講演していただきました。
　当日は、約 500 人の参加があり、両下肢完全麻痺とい
う苦境にも負けず、職場復帰を果たした貴重な体験談に思
わず涙ぐんだり、勇気付けられたりと、参加した人たちは、
大いに感動していました。

■活動内容（市およびそれに準ずる団体が主催
する文化事業）
①会場設営、受付、案内、チケット
もぎり等の運営業務全般

②会場、会場周辺の環境美化活動
③イベントのＰＲ、ポスター掲示
④文化芸術施策に関する意見交換等

■運営方法　登録いただいた方の中から、各イ
ベントの内容や開催場所等を考慮し、従事し
ていただきます。

①日程・開催場所など都合の悪い場合は、お断
りしていただいても構いません。

②事業や業務内容がご希望に添えない場合があ
ります。

③児童・生徒の希望者は、年齢等を考慮した上で、
活動内容を決定します。

④交通費や謝礼はありません

■申込方法　
　所定の申込用紙に必要事項を記入し、社会教
育課まで提出ください。
※申込用紙は、社会教育課にあります。

体育館の使用料金が変わりました

「挑戦」そして「感謝」を忘れず
　～春の文化講演会が開催されました～

■問合せ先　社会教育課文化振興係
　　　　　☎０９６９（５６）１１１１

施設等名
変更後の使用料 変更前の使用料

単位 全面
ミニバレーコート

全面
ミニバレーコート

1面 ２面以上 １面 ２面以上

体育館 １時間当たり 500円 300円 500円 300円 200円 300円

夜間照明施設 １時間当たり 1,200円 1,000円
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大矢野森記念図書館
　おおぞらⅡ（移動図書館）の
４月の巡回スケジュールは、た
だ今調整中ですので、もうしば
らくお待ちください。

　図書館でのマナー、あなたはきちんと守っ
ていますか？館内での携帯電話の通話や飲
食、大きな声でのおしゃべり、また、本の返
却忘れ（長期延滞）、貸出用バッグ未返却な
ど…ありませんか？
　最近では、特に、大人の方でマナーの悪い
方が多いようです。子どもたちのお手本とな
るよう、また、他の利用者の迷惑にならない
ように、マナーはきちんと守りましょう。
　一人ひとりの心がけで、気持ちよく図書館
を利用できるように、ご協力をお願いします。

マナーを守って、楽しい読書を！

★図書館おはなし会（30分～１時間程度です）

　☆大矢野　４月 26 日（土）午後２時から
　☆松　島　５月 10 日（土）午後２時から
　☆姫　戸　５月 10 日（土）午前 10 時から
　☆龍ヶ岳　５月 24 日（土）午後２時から
※４月から、曜日や時間が変更になる図書館がありま

すのでご注意ください。

★あかちゃんおはなし会（20分程度です） 

☆松　島　５月 14 日（水）午前 10 時 30 分から
　［対象：０歳～未就園児とその保護者］
※絵本の読み聞かせや歌あそび、ふれあい遊びなど盛

りだくさんの内容です！

今月の本
ほ ん

 テーマはコレっ！

４月のテーマ「2007年度貸出ベスト10」
５月のテーマ「花つくり」

■大矢野森記念図書館　☎ 0964（56）4393
　【自然休養村管理センター（旧大矢野公民館）呼出】
□開館時間	 平日：９時～ 18時
	 土・日・祝日：10時～ 17時

□休 館 日	 ４月21日、28日、30日、５月７日、12日

■松島図書館　☎ 0969（56）0777　【「アロマ」呼出】
□開館時間	 平日：９時～ 18時　
	 土・日・祝日：10時～ 17時

□休 館 日	 ４月21日、28日、30日、５月７日、12日

■姫戸図書館　☎ 0969（58）2111　【姫戸支所呼出】
□開館時間	 平日、土・日・祝日：10時～ 17時　

□休 館 日	 ４月21日、24日、28日、30日
	 ５月１日、７日、８日、12日、15日 

■龍ヶ岳図書館　☎ 0969（62）0930　【図書館直通】
□開館時間	 平日、土・日・祝日：10時～ 17時　

□休 館 日	 ４月21日、25日、28日、30日
	 ５月２日、７日、９日、12日、16日

※月曜日が定期休館日（祝日の場合は翌日）。毎月
　最後の日は、「館内整理日」で全館ともにお休み。

 開館時間と休館日のおしらせ　
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　いつも図書館を利用していただきありがとうございます。毎月、みなさんに
楽しい読書ライフを送っていただけるよう、テーマ別に本を紹介しています。
　今回は、各図書館スタッフがそれぞれに選んだ、とっておきのおススメをド
～ンとご紹介します！今年度も、上天草市立図書館をよろしくお願いします。

～図書館員のおススメ～
新年度号特別版！

▼司書ＨＵのオススメ

▼司書ＳＳのオススメ ▼司書ＣＭのオススメ ▼司書ＡＭのオススメ

▼司書ＭＴのオススメ

　大好きな友だちとケンカして
しまった時におすすめ。読んで
いると心が暖かくなり、優しい
気持ちになれますよ。

『やきいもの日』
村上康成／作

　推理小説初心者の方に。怖が
りな人もきっと大丈夫…。中・
高校生にもオススメの“登場人
物が死なない”ミステリー。

『先生と僕』
坂木司／著

　古代のヤマタノオロチから現
代 の ポ ケ モ ン ま で 書 か れ て い
て、熊本に縁のあるガラッパも登
場！奇妙な世界をぜひ堪能あれ。

『日本化け物史講座』
原田実／著

　寄宿学校に通う 12 歳のパーシー・
ジャクソン。ある日、自分がギリシャ
神話の神々の息子の１人だと告げられ、
仲間とともに冒険に出ることに…。

『パーシージャクソンと
オリンポスの神々』

リック・リオーダン／著
　恋や友だち関係にと、悩め
る 10 代の女の子が共感でき
るところがたくさん。女の子
に大人気です。

『ガールズシリーズ』
ジャクリーン・ウィルソン／著

　ぜひ１ページめくってみてく
ださい。思わず笑いが…！最後
には、壮大な気持ちになれる、
とっても楽しい絵本です。

『おじいちゃんのおじいちゃんの
おじいちゃんのおじいちゃん』

長谷川義史／著

★
★
★
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本
市
に
と
っ
て
最
大
の
問
題
は
、

財
政
の
健
全
化
で
し
た
。
昨
年
７

月
か
ら
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
（
財

政
健
全
化
計
画
）
に
沿
っ
て
、
３

年
を
め
ど
に
財
政
の
健
全
化
を
実

現
す
べ
く
、
強
力
に
行
財
政
改
革

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

財
政
課
が
主
導
と
な
り
、
予
算

の
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
11
月
か
ら
、
財
政
課

と
事
業
担
当
課
と
の
間
で
、
予
算

折
衝
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
第
５

次
折
衝
を
経
て
、
今
年
度
予
算
が

策
定
さ
れ
、
去
る
３
月
議
会
で
承

認
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

財
政
再
建
の
方
策
を
端
的
に
言

う
と
、
無
駄
を
徹
底
的
に
省
き
、

借
金
を
前
倒
し
で
減
ら
し
、
職
員

や
補
助
金
の
削
減
を
通
じ
て
、
行

政
を
ス
リ
ム
な
体
質
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
改

善
さ
れ
た
数
値
等
は
、
ま
だ
示
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
計
画
ど
お
り
運
用

川
端
祐
樹

上
天
草
市
長

経
済
振
興
に

軸
足
を

置
い
た
市
政
を

　

～
新
年
度
を
迎
え
て
～

　

市
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
昨

年
４
月
に
市
長
に
就
任
し
、
早
い

も
の
で
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の

１
年
間
は
、
駆
け
足
で
過
ぎ
去
り

ま
し
た
。
自
治
体
変
革
と
い
う
慌

し
い
中
で
、
本
市
の
行
政
運
営
も

財
政
再
建
の
推
進
と
い
う
一
定
の

方
向
性
を
得
た
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

vol.11

▲

市
長
室
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に

（
左
後
方
か
ら
川
本
総
務
部
長
、

海
崎
参
事
、
磯
田
主
事
）

　はじめまして、企業誘致課長の坂中です。本
課は 5人体制で頑張っていきます。
　私たちに課せられた業務は、地域の経済振興
をはかること、この一点です。人、モノなど地
域経済の浮揚に関するものを呼び込み、それを
生かす施策を考えて行きます。

　また、市内全域で頑張っていらっしゃる方々と協力しながら、
今あるものを最大限に伸ばしていく施策も進めていきますので、
みなさまからの情報提供をよろしくお願いいたします。

▲昨年度、本市に進出した誘致企業の
㈱マルチコンポジットのみなさん

　４月１日から、広報広聴係は、「総務課」に異動しました。今
後みなさまからのご意見や情報提供は、総務課でお待ちしてい
ます。これからも、広報上天草をよろしくお願いいたします。

さ
れ
て
お
り
、
財
政
の
健
全
化
は

実
現
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
運
営
の
大
き
な
方

向
付
け
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
経

済
振
興
に
軸
足
を
移
し
て
い
き
ま

す
。
市
民
生
活
の
水
準
を
上
げ
る

べ
く
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
、
工
業
、

観
光
業
、
そ
の
他
す
べ
て
の
分
野

に
わ
た
っ
て
、
景
気
の
浮
揚
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
経
済
振

興
部
な
ら
び
に
企
業
誘
致
課
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の

み
な
ら
ず
、会
議
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
誘
致
、
物
産
の
販

売
促
進
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
や

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
等
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
経
済
振
興
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
20
年
も
新
た
な
テ
ー
マ
の

も
と
、
駆
け
足
の
一
年
に
な
り
そ

う
で
す
。

～広報広聴係から
みなさまにお知らせ～

経済振興を市の活性化に繋げます
４月から

「企業誘致課」を
新たに設置！
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■と　き　５月 16日（第３金曜日）
　　　　　　　　　　午前 10時～午後３時
■ところ　大矢野庁舎書庫棟　１階会議室

年金相談

★ご注意！相談は予約制（事前受付）です。相談
日の１週間前までに市民窓口課へご予約下さい。

☎０９６９（５６）１１１１

◆
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な

り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学

生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ

っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納
付

を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

◆
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
に

な
っ
て
い
る
と
、
万
一
病
気

や
ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残
っ

た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
が

承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま

れ
ま
す
。
学
生
で
あ
っ
て
所

得
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
学

生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
将
来
の

年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め

に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10

年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納

付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
（
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当

時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算

額
が
加
わ
り
ま
す
）。

◆
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、

短
期
大
学
、
大
学
院
、
高
等

学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
ほ

か
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上

の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在

学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で

す
。
ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
・

通
信
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
確
認
で
き
る
書
類
（
年

金
手
帳
な
ど
）
と
学
生
証
（
ま

た
は
在
学
証
明
書
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
は
、
申
請
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
前
年
の
所
得
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
申

請
は
毎
年
必
要
で
す
。

★
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
窓
口

課
国
民
年
金
係
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

☎
０
９
６
９
（
５
６
）
１
１
１
１

■受験資格
①昭和 54年４月２日から昭和 62年４月１日生まれの
者（学歴は問いません）

②昭和 62年４月２日以降生まれで、大学を卒業した者
および平成 21年３月までに大学を卒業見込みの者

■試験の程度　大学卒業程度
■申込書受付期間　４月１日（火）～４月 14日（月）
■第１次試験　６月 15日（日）
■願書請求・問合せ先　
□熊本国税局人事第二課　☎０９６（３５４）６１７１
□天草税務署　　　　　　☎０９６９（２２）２５１０

　未成年者が飲酒をした場合には、脳障害等の「身
体的影響」、精神的成長や心理的発達の停止等の
「精神的影響」および非行問題等の「社会的影響」
があるといわれています。
　日本では、「未成年者飲酒禁止法」により、20
歳未満の者の飲酒が禁止されていますが、違反し
た場合の罰則は、飲酒をした未成年者本人ではな
く、親や、未成年者が自ら飲酒することを知りな
がらお酒を販売・提供した販売業者等に対して科
されます。
　大人は、単に法律により禁止されているからと
いうことだけではなく、社会全体の責務として、
未成年者に対して「なぜ未成年者がお酒を飲んで
はいけないのか」を説明し、未成年者飲酒の未然
防止を積極的に図っていきましょう。

４月は、「未成年者飲酒防止強化月間」です

国税専門官採用試験を実施します

学
生
は
、
本
人
が
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

万
一
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！
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九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

「
第
２
回
天
草
宝
島
音
楽
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

春
の
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

開
催
し
ま
す
！

天
草
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

独
特
の
深
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
、

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま

で
の
幅
広
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
み
な
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

５
月
10
日
（
土
）
午
後

６
時
開
演

▼
と
こ
ろ　

お
お
く
す
（
五
和
町

交
流
セ
ン
タ
ー
）

▼
主
催　

あ
ま
く
さ
演
奏
家
連
盟

▼
問
合
せ
先　

あ
ま
く
さ
演
奏
家

連
盟　

代
表　

亀
子
政
孝

☎
０
９
０
（
１
３
６
０
）
９
５
４
８

　

天
草
の
自
然
の
中
で
、
家
族
の

絆
や
他
の
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

緑
の
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

や
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
楽

し
い
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
日　

５
月
３
日
（
土
）

～
５
月
４
日
（
日
）

▼
主
会
場　

県
立
天
草
青
年
の
家

▼
対
象　

県
内
在
住
の
ご
家
族

（
子
ど
も
は
３
歳
以
上
）

▼
定
員　

１
４
０
人

▼
申
込
締
切　

４
月
17
日
（
木
）

ま
で　
　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

▼
申
込
先
・
問
合
せ
先　

県
立
天

草
青
年
の
家

☎
０
９
６
９
（
５
６
）
１
６
５
０

★
釣
り
を
さ
れ
る
み
な
さ
ま
へ
…

　

フ
グ
を
自
分
で
調
理
す
る
こ
と

は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

最
悪
の
場
合
、
死
亡
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
数
年
、
国
内
に
お
い
て
素

　
『
鯉
の
ぼ
り
は　

電
線
に
ふ
れ

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
』

　

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
鯉
の
ぼ
り
は
、
大
空
に
悠
々

と
泳
が
せ
た
い
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

★
ポ
ー
ル
は
、
電
線
か
ら
十
分
離

れ
た
所
に
立
て
、
鯉
の
ぼ
り

が
ふ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

★
ポ
ー
ル
を
立
て
る
時
や
倒
す
と

き
は
、
電
線
に
ふ
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
も
し
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取

ら
ず
に
、
最
寄
り
の
九
州
電

力
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

九
州
電
力
（
株
）

　

天
草
営
業
所

☎
０
１
２
０
（
９
８
６
）
６
０
７

人
が
料
理
し
た
フ
グ
を
食
べ
て
、

食
中
毒
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
が
多
発

し
て
い
ま
す
の
で
、
フ
グ
を
釣
っ

た
場
合
の
処
理
は
、
必
ず
フ
グ
を

取
り
扱
う
資
格
を
持
つ
専
門
の
人

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

天
草
保
健
所

☎
０
９
６
９
（
２
３
）
０
１
７
２

　

御
所
浦
第
２
架
橋
工
事
に
と

も
な
い
、
嵐
口
漁
港
前
に
浮ふ

ひ
ょ
う標

灯
を
設
置
し
、
航
路
幅
45
ｍ
の

確
保
を
行
い
ま
す
。

　

漁
港
に
出
入
り
さ
れ
る
船
舶

は
、
十
分
注
意
し
て
航
行
し
て

く
だ
さ
い
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
設
置
時
期

▽
浮
標
灯
③
④　

設
置
済
み

▽
浮
標
灯
①
②　

５
～
６
月
頃

（
予
定
）

▼
問
合
せ
先　

天
草
地
域
振
興
局

　

工
務
第
一
課　

県
道
係

☎
０
９
６
９
（
２
２
）
４
６
２
９

工
務
１
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

天
草
地
域
振
興
局
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善意に感謝善意に感謝
●ボランティア活動　
　市内の福祉施設（松朗園・きららの里）にボランティアサ
ービスをした方々を紹介します（敬称略）。
□西山カラオケ教室□濱口民謡教室□新生老人会□水野国
夫□樋島老人会□龍ヶ岳町老人クラブ連合会

DATA市のデータ
平成20年３月31日現在

人 　 口	 ３３,３１９人
男 　 性	 １５,６３７人
女 　 性	 １７,６８２人
世 帯 数	 １２,２５２戸
市の面積	 １２６.１２㎢白嶽キャンプ場バンガロー（姫戸町）

　
　

平
成
20
年
度
の
調
理
技
術
技

能
評
価
試
験
（
前
期
）
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

0
実
施
料
理
作
業　

す
し
料
理
、

中
国
料
理
、
給
食
用
特
殊
料
理

0
受
験
案
内
・
受
験
申
請
書
の

請
求　

４
月
23
日
（
水
）
ま
で

0
受
験
申
請
書
受
付　

５
月
２

日
（
金
）
ま
で

0
実
技
試
験
問
題
公
表
・
受
験
票

発
送　

６
月
16
日（
月
）

0
実
技
試
験
日　

７
月
26
日（
土
）

～
８
月
22
日（
金
）

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
の

お
知
ら
せ

0
学
科
試
験
日　

７
月
28
日（
月
）

0
合
格
発
表
日　

９
月
30
日（
火
）

※
試
験
実
施
場
所
や
受
験
資
格
等

に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

0
受
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
請

書
の
請
求
先　

社
団
法
人　

調

理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
（
３
６
６
７
）
１
８
６
７

熊
本
県
立
美
術
館
に
「
細
川
コ
レ

ク
シ
ョ
ン　

永
青
文
庫
展
示
室
」

が
オ
ー
プ
ン
！　

　

県
立
美
術
館
に
て
、今
春
か
ら
、

永
青
文
庫
（
東
京
）
の
絵
画
や
書

蹟
、
武
器
武
具
、
大
名
調
度
類
、

古
文
書
な
ど
国
宝
８
点
、
重
文
31

●応募の方法
　ハガキに住所、氏名、年齢、クイズの答えを記入
してご応募ください。４問以上正解者の中から、抽
選で６人に 500 円分の図書カードをプレゼント。
※応募締切は、５月 15 日（木）（当日消印有効）です。
●応募先
　〒 869‐3692　上天草市大矢野町上 1514
	 上天草市役所総務課広報広聴係

クイズに答えて、
図書カードを
ゲット！報 ズ

クイ ？
問題①	２月号表紙の写真は、何の大会でしょう？

問題②	上天草市消防団の団員は、現在何人？

問題③	天草パールラインマラソン大会のキャッチ
	 フレーズは何でしょう？
問題④	３月号のレシピはなぁに？

問題⑤	広報上天草は、毎月何日の発行でしょう？

１月号のこたえ・当選者（敬称略）

○浦田理香（姫戸町姫浦）
○栁本年美（松島町今泉）
○坂田マツミ（大矢野町登立）
○濵加奈子（松島町合津）

①松商バザール ②１月３日 ③もち入り洋風なべ
④なすび ⑤北京（中国）

○高橋鈴子（大矢野町湯島）
○坂本航大（大矢野町上）
○森トキエ（龍ヶ岳町大道）
○橋口恵美（龍ヶ岳町大道）

点
を
含
む
、
数
万
点
に
お
よ
ぶ
所

蔵
品
の
中
か
ら
、
名
品
を
順
次
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
開
館
記
念
展

　
「
細
川
歴
代
の
文
と
武
と
美
」

▼
第
Ⅰ
部

▽
期
間　

４
月
25
日
（
金
）
か
ら

７
月
６
日
（
日
）
ま
で

▽
展
示
品
内
容　

国
宝
《
時
雨
螺

鈿
鞍
》、
重
要
文
化
財
《
黒
き

猫
》（
菱
田
春
草
作
）
を
は
じ

め
お
よ
そ
２
０
０
点
（
含
展

示
替
）

▼
問
合
せ
先　

県
立
美
術
館

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
２
１
１
１

手
話
奉
仕
員
を
養
成
し
ま
す

　

視
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
や
自

立
の
促
進
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
「
手
話
通

訳
者
」
を
養
成
し
ま
す
。

　

養
成
は
、
厚
生
労
働
省
推
薦
の

入
門
課
程
と
基
礎
課
程
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

▼
入
門
課
程　

▽
期
間　

４
月
24
日
～
７
月
31
日

毎
週
木
曜　

全
15
回

▽
時
間　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

▽
場
所　

天
草
中
央
公
民
館

▽
定
員　

40
人

▼
基
礎
課
程

▽
期
間　

９
月
11
日
～
平
成
21
年

３
月
26
日　

毎
週
木
曜　

全

25
回

▽
時
間　

午
後
６
時
45
分
～
午
後

８
時
45
分　

▽
場
所　

天
草
中
央
公
民
館

▽
定
員　

30
人

▼
両
課
程
の
受
講
資
格　

高
等
学

校
を
卒
業
し
て
い
る
者
。（
平

成
21
年
３
月
に
卒
業
見
込
み

の
者
も
受
講
可
能
）

▼
問
合
せ
先　

財
団
法
人　

熊
本

県
ろ
う
者
福
祉
協
会

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
５
５
８
７

●ふるさと応援基金（観光振興事業）に寄付
　□緒方義郎（大阪府枚方市）
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
日

は
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま

す
。
私
、
こ
ち
ゃ
っ
ぴ
は
、
こ
の
４

月
号
を
も
っ
て
広
報
広
聴
係
を
卒
業

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
▼
昔
か
ら

お
別
れ
す
る
こ
と
が
苦
手
な
私
。
で

も
い
つ
か
は
、
そ
の
時
が
来
て
し
ま

う
の
が
世
の
常
で
す
▼
…
思
い
起
こ

せ
ば
２
年
前
の
春
。
初
め
て
の
取
材

で
、
予
想
以
上
に
重
た
い
カ
メ
ラ
を

持
ち
、
緊
張
し
な
が
ら
も
取
材
用
ノ

ー
ト
に
一
生
懸
命
メ
モ
を
と
っ
て
い

た
自
分
。
情
報
収
集
と
編
集
作
業
に

悪
戦
苦
闘
し
、
そ
れ
で
も
発
行
ま
で

た
ど
り
つ
い
た
時
の
喜
び
…
た
っ
た

２
年
間
で
す
が
、
中
身
の
濃
い
思
い

出
が
た
く
さ
ん
で
す
▼
み
な
さ
ん
に

お
届
け
で
き
な
か
っ
た
情
報
や
、
や

り
残
し
た
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
今
ま
で
広
報
に
注
い
だ
時

間
（
愛
情
）
は
、
私
の
財
産
。
こ
れ

か
ら
の
励
み
に
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
▼
４
月
か
ら
広
報
広
聴
業
務

は
、
総
務
課
に
異
動
し
、
新
し
い
環

境
で
さ
ら
に
充
実
し
た
広
報
紙
が
生

み
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い

ま
す
▼
最
後
に
、
広
報
上
天
草
を
通

じ
て
出
会
え
た
た
く
さ
ん
の
み
な
さ

ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
…
ペ

ン
を
置
き
ま
す
。
今
日
ま
で
応
援
し

て
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ち
ゃ
っ
ぴ
）

編
集
後
記

●材料（4人分）
●白菜……………………………………… 500g
●豚バラ肉（スライス）…………………… 200g
●油揚げ………………………………………１枚
●えのきだけ…………………………………１袋
●人参………………………………………… 50g
●白いりゴマ…………………………………少々

★調味料
●だし汁…………………………………２カップ
●砂糖……………………………………大さじ２
●しょうゆ（濃い口）……………………大さじ４

おいしい作り方

嬉しい美味しい簡単料理

かわいい子どもの写真を大募集！！
　上天草市在住の１～３歳のお子さんの写真を募集していま

す。①住所②子どもの氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の

氏名⑥子どもに対するコメント（30字以内・どなたからでも

結構です）⑦連絡先を添えて、上天草市広報係（〒 869-3692

上天草市大矢野町上 1514）までご応募ください。なお、写

真の裏面にお子さんの名前をご記入ください。応募多数の場

合は予約（順番に掲載）となりますのでご了承ください。

わんぱく
ざかり
わんぱく
ざかり

W A N P A K U

白菜のトントン煮

発 行・編 集／
HP アドレス／

上天草市役所 TEL:0964-56-1111  FAX:0964-56-4972
http://www.kamiamakusa-c .kumamoto-sgn.jp/

広報

【発行】平成19年4月15日
2008. 4月号

【誕生日】
平成19年５月27日
【パパ】宮﨑　克広さん
【ママ】　　　玲子さん
●本人からひとこと
「涼太兄ちゃん大好き♡歩
けるようになったら、一
緒に遊んでネ♪」

【誕生日】
平成19年２月10日
【パパ】植田　寛史さん
【ママ】　　理枝加さん
●両親からひとこと
「ごうき、いつもニコニコ笑顔
をありがとう。これからもす
くすくと大きくなってね！」

宮﨑　結
ゆ い

衣ちゃん　松島町内野河内

植田　凰
ご う き

暉ちゃん　大矢野町上

1白菜は、葉と軸に分ける。葉は拍子木切り、軸
はざく切りにする。

2豚肉は、一口大に切る。
3油揚げは油抜きして、短冊状に切る。えのきだ
けは石突を切り落として適当にほぐす。にんじ
んは千切りにする。

4フライパンにサラダ油を少々熱し2を炒める。
火が通ったら3を加えてさらに炒め、調味料
を加える。煮立ったら、1の白菜の軸を加える。

5再び煮立ったら、1の白菜の葉を加えてフタ
をし２～３分煮る。

6器に盛り付けて、ゴマを振りかけたら…ハイ、
できあがり～っ！

●レシピ提供：松島町教良木河内地区ヘルスメイトのみなさん


